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１
、

月

水

第

第

日
本
山
岳
会
は
、
１
９
８
０
年
の
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
峰
登
山
を
皮
切
り
に
、
１

９
８
８
年
日
本

・
中
国

ｏ
ネ
パ
ー
ル
三

国
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
合
同
登
山
、
１
９
９

０
～
１
９
９
１
年
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
、

１
９
９
５
年

マ
カ
ル
ー
東
稜
な
ど
、
約

２０
年
に
わ
た

っ
て
中
国
に
お
け
る
登
山

活
動
を
継
続
し
、
同
国
登
山
界
と
の
交

流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。　
一
方
、
日
本

山
岳
会
に
よ
る
女
性
合
同
登
山
の
歴
史

も
古
く
、
１
９
６
８
年
の
日
本

・
イ
ン

ド
合
同
カ
イ
ラ
ス
峰

（５
６
５
６
肝
）

を
は
じ
め
と
し
、
１
９
７
６
年
、
同
じ

く
イ
ン
ド
の
イ
ー
ス
ト

・
ア
ビ

・
ガ
ミ

ン
峰

（７
３
５
５
肝
）
登
頂
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

■
初
の
日
中
女
子
合
同
登
山

今
回
、
本
年
の
日
中
国
交
正
常
化
３０

周
年
な
ら
び
に
国
際
山
岳
年
を
記
念
し
、

中
国
チ
ベ
ッ
ト
登
山
協
会
か
ら
の
働
き

か
け
を
受
け
て
、
２
０
０
２
年
秋
、
世

界
第
６
位
の
高
峰
チ

ョ
ｌ

ｏ
オ
ユ
ー
峰

（８
２
０
１
肝
）
に
、
日
中
女
子
に
よ
る

当
会
初
の
合
同
登
山
隊
を
派
遣
し
、
両

国
の
さ
ら
な
る
友
好
と
交
流
の
発
展
を

は
か
る
た
め
の
登
山
が
計
画
さ
れ
ま
し

た
。登

山
隊
の
名
称
は
日

・
中
チ

ョ
ｌ

ｏ

オ
ユ
ー
女
子
友
好
合
同
登
山
隊
２
０
０

２
員
弓
〓
①
」”
り
”
⊃
①
∽
①
の
コ
一コ
①
∽
①
ノく
一〇
「
一‐

①
Ｄ
．∽
マ
ｒ
・０

，
〇
〇
く
⊆
国
Ｘ
υ
①
Ｑ
〓
一〇
コ

Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
‥
０
」メミ
の
国
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
）
で
ま
留
り
、

チ

ョ
ー

・
オ

ユ
ー
峰
の
ノ
ー
マ
ル
ル
ー

ト
か
ら
の
登
頂
、
日
中
登
山
界
の
友
好

と
交
流
の
発
展
、
日
中
女
子
登
山
者
の

交
流
の
促
進
、
高
所
に
お
け
る
女
性
の

医
学
研
究
を
主
な
目
的
と
し
て
組
織
さ

日・中国交正常化30周年記念、国際山岳年記念

日・中チョー・オユー

女子友好含同登山隊2002
橋本 しをり
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れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
２０
余

年
に
渡

っ
て
中
国
に
お
け
る
登
山
活
動

を
継
続
し
て
き
た
日
本
山
岳
会
に
お
い

て
も
、
初
め
て
の
日

・
中
女
子
の
合
同

登
山
隊
と
な
り
ま
し
た
。

チ
ョ
ー

・
オ
ユ
ー
峰
自
体
は
現
在
で

は
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な
山
で
あ
り
、
多
く
の

日
本
人
に
も
登
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
女

性
に
よ
る
２
カ
国
の
合
同
チ
ー
ム
が
８

０
０
０
日川
峰
登
山
を
行
な
っ
た
ケ
ー
ス

は
日
本
で
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
り
、
参

加
す
る
日
本
側
隊
員
に
と
っ
て
は
、
こ

れ
ま
で
情
報
の
乏
し
か
っ
た
中
国
の
女

性
登
山
者
と
接
し
、
彼
女
ら
と
友
好
を

深
め
る
こ
と
で
、
大
変
貴
重
な
体
験
が

得
ら
れ
ま
し
た
。

■
日日

本
隊
は
、
大
学
時
代
に
日
本
山
岳

会
学
生
部
で
活
動
し
て
い
た
大
学
山
岳

部
Ｏ
Ｇ
を
中
心
に
登
山
隊
が
組
織
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
側
隊
長
に
は
、
橋
本
し

を
り

（東
京
女
子
医
大
山
岳
部
、
女
子

登
攀
ク
ラ
ブ
、
ザ
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

ズ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）
、
登
攀
隊

長
を
恩
田
真
砂
美
（上
智
大
学
山
岳
会
、

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
フ
ア
イ
ト
）
が
つ
と
め
、

隊
員
と
し
て
井
出
里
香

（女
子
登
攀
ク

ラ
ブ
）
、
柏
澄
子

（獨
協
大
学
山
岳
会
、

オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド

・
ク
ラ
イ
マ
ー
ズ

・

ク
ラ
ブ
）
、
大
窪
三
恵

（明
治
大
学
炉

辺
会
、
春
日
井
山
岳
会
）、
足
立
道
代

（東
京
農
業
大
学
山
岳
会
）
が
参
加
し

ま
し
た
。
中
国
側
は
、
チ
ベ
ッ
ト
登
山

隊
に
属
す
る
職
業
登
山
家
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

中
国
隊
の
総
指
揮
は
、
チ
ベ
ッ
ト
登

山
協
会
の
張
江
援
さ
ん
が
と
ら
れ
、
中

国
側
隊
長
は
、
桂
桑

（グ
イ
サ
ン
）
、

登
攀
隊
長
は
吉
吉

（ジ
ジ
）、
隊
員
と

し
て
、
普
布
卓

（プ
プ
ツ
オ
カ
）
、
拉

吉

（ラ
ー
ジ
）
、
倉
拉

（ツ
ア
ン
ラ
）

が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
合
同
登
山

隊
の
総
勢
は
、
高
所
協
力
員
で
あ
る
開

村

（リ
ー
ダ
ー
）、
拉
巴
、
礼
西
次
仁
、

加
拉
、
丹
増
多
吉
、
小
斉
米
さ
ん
を
含

め
、

２９
名
と
い
う
大
所
帯
で
し
た
。

当
初
、
ラ
サ
大
学
の
学
生

（数
理
学

科
、
建
築
学
科
の
２
名
）
も
中
国
隊
に

参
加
す
る
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
直

前
に
北
京
大
学
の
学
生
が
シ
シ
ャ
パ
ン

マ
で
遭
難
す
る
事
故
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
ラ
サ
大
学
の
方
針
で
急
邊
不
参
加

と
な
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
。

中
国
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
チ
ベ
ツ
ト
登

山
隊
に
属
し
、
こ
れ
ま
で
に
も
欧
米
お

よ
び
日
本
の
登
山
隊
と
多
く
の
登
山
を

行

っ
て
き
た
高
所
登
山
の
専
門
家
で
す
。

彼
女
た
ち
は
チ
ベ
ッ
ト
に
生
ま
れ
育
ち
、

日
々
高
所
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
さ
れ

て
お
り
、
た
い
へ
ん
屈
強
な
方
々
で
し

た
が
、
真
珠
を
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
し
て

身
に
つ
け
ら
れ
た
方
が
多
い
の
が
印
象

的
で
し
た

（ラ
サ
で
は
真
珠
が
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
と
し
て
流
行
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
）
。
ま
た
、
家
庭
を
も
た
れ

お
子
さ
ま
の
い
る
方
も
あ
り
、
登
山
隊

と
し
て
の
任
務
と
家
庭
と
の
両
立
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

■
調
印
式
か
ら
登
頂
ま
で

登
山
に
先
立

っ
て
の
調
印
式
は
北
京

の
人
民
大
会
堂
で
行
わ
れ
、
日
本
か
ら

は
、
大
塚
博
美
会
長
、
西
村
政
晃
常
務

理
事
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

登
山
の
行
程
は
、
８
月
６
日
に
日
本

隊
は
日
本
を
出
国
し
、
バ
ン
コ
ク
を
経

て
、
８
月
７
日
に
カ
ト
マ
ン
ズ
入
り
し
、

８
月
８
日
か
ら
１６
日
ま
で
、
ネ
パ
ー
ル

国
内
に
て
高
所
順
応
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
８
月
２０
日
に
ラ
サ
に
移

動
し
、
中
国
隊
と
合
流
し
ま
し
た
。
中

国
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
普
段
か
ら
ラ
サ
の

体
育
局
登
山
隊
の
住
居
に
住
ま
れ
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を

一
緒
に
さ
れ
て
い
て
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
よ
く
整
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

中
の
メ

ノ

バ

８
月
２５
日
に
は
と
も
に
、
チ

ョ
ー

・

オ

ユ
ー
ベ
ー
ス
キ
ヤ
ン
プ
入
り
し
ま
し

た
。
中
国
隊
と
の
交
渉
に
際
し
、
日
本

人
に
よ
く
あ
り
が
ち
な
曖
昧
な
表
現
で

は
な
く
、
欧
米
人
の
よ
う
に
は

っ
き
り

と
意
志
を
伝
え
た
方
が
よ
い
と
い
う
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。

９
月
１
日
よ
り
登
山
開
始
し
、
高
所

順
応
し
つ
つ
、
Ｃ
ｌ
～
Ｃ
３
の
キ
ヤ
ン

プ
を
設
営
し
、
こ
の
間
、
天
候
に
恵
ま

れ
な
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

時
、
支
援
隊
の
贄
田
さ
ん
、練
木
さ
ん
、

坂
本
さ
ん
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
ま
で
差

し
入
れ
を
持

っ
て
応
援
に
き
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、

１０
月
１
、
２
日
の
２
日
に

わ
た
り
、南
西
稜
か
ら
の
登
頂
を
試
み
、

成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

登
頂
し
た
の
は
、
１
日
の
第
１
次
ア
タ

ツ
ク
隊
の
恩
田
真
砂
美
登
攀
隊
長
、
柏

澄
子
隊
員
、
大
窪
三
恵
隊
員
、
中
国
隊

の
吉
吉
登
攀
隊
長
、
拉
吉
隊
員
、
普
布

卓
隊
員
、
２
日
の
第
２
次
ア
タ
ツ
ク
隊

の
足
立
道
代
隊
員
、
中
国
隊
の
桂
桑
隊

長
、
倉
拉
隊
員
で
し
た
。

■
お
わ
り
に

ま
た
、
今
回
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
ラ
サ
や
カ
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ト
マ
ン
ズ
の
市
街
の
様
子
や
、
登
山
隊

の
活
動
の
進
渉
状
況
を
日
本
に
お
ら
れ

る
方
々
に
配
信
す
る
と
と
も
に
、
日
本

か
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
掲
示
板
を

利
用
し
て
、
登
山
隊
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
登
山
隊
の

活
動
を
な
る
べ
く
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情

報
と
し
て
提
供
し
よ
う
と
試
み
た
の
で

す
が
、機
器
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
も
あ
り
、

情
報
の
配
信
は
遅
れ
ま
し
た
が
、
日
本

か
ら
多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、

た
い
へ
ん
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

ベ
ー
ス
キ
ヤ
ン
プ
を
撤
収
し
て
ラ
サ

に
戻

っ
て
き
た
と
き
に
、
ポ
タ
ラ
宮
前

の
広
場
で
歓
迎
式
典
が
催
さ
れ
ま
し
た

が
、
出
席
者
の
中
に
長
尾
悌
夫
副
会
長

が
い
ら

っ
し
ゃ
る
の

に
気
づ
い
た
時
は
隊

員

一
同
と
て
も
う
れ

し
く
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
合
同
登
山

の
成
功
に
あ
た
り
、

日
本
山
岳
会
な
ら
び

に
中
国
チ
ベ
ッ
ト
登

山
協
会
、
チ
ベ
ッ
ト

自
治
区
人
民
政
府
、

中
国
チ
ベ
ッ
ト
自
治

区
体
育
局
の
関
係
各

位
、
お
よ
び
ご
寄
附

を
い
た
だ
い
た
会
員

の
方
々
、
協
賛
各
社

に
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
感
謝

い
た
し
ま

す
。

【日
程
】

８
月
６
日
　
日
本
隊

ABCか らチョー・オユー峰を望む

成
田
よ
り
出
国
、
バ
ン
コ

ク

ヘ

８
月
７
日
　
バ
ン
コ
ク
～
カ
ト
マ
ン
ズ

８
月
８
日
～
１６
日
　
ネ
パ
ー
ル
国
内
に

て
高
所
順
応
活
動

８
月
２０
日
　
カ
ト

マ
ン
ズ
～
ラ
サ
　
中

国
隊
と
合
流

８
月
２１
～
２３
日
　
ラ
サ
滞
在

８
月
２３
～
２５
日
　
ラ
サ
～
シ
ガ
ツ
ェ
～

テ
イ
ン
リ

８
月
２５
日
　
チ

ョ
ー

・
オ
ユ
Ｉ
Ｂ
Ｃ
入

ｎ
ノ

９
月
１
日
　
登
山
開
始

１０
月
１
日
　
第
１
次
隊
登
頂

１０
月
２
日
　
第
２
次
隊
登
頂

１０
月
９
日
　
Ｂ
Ｃ
撤
収

１０
月
１０
～
Ｈ
日
　
テ
ィ
ン
リ
～
シ
ガ
ツ

ェ
～
ラ
サ

１０
月

１０
月

ラ
サ
滞
在

カ
ト
マ
ン
ズ
滞
在

１０
月
２０
日
　
帰
国

【各
キ

ヤ
ン
プ

の
標
高
】

Ｂ
Ｃ
　
　
５
０
０
０
肝

Ａ
Ｂ
Ｃ
　
５
７
０
０
”
川

Ｃ
ｌ
　
　
６
４
０
０
日
川

Ｃ
２
　
　
７
２
０
０
ド
川

Ｃ
３
　
　
７
５
０
０
”
川

頂
上
　
　

８
２
０
ｌ
μ
川

15 11
S S
20 15
日 日

登
頂
祝
賀
バ
ー
テ
ィ
ー

日
中
国
交
正
常
化
３０
周
年
を
記
念
し

て
行
わ
れ
た
世
界
第
６
位
の
高
峰
チ

ョ

ー

・
オ

ユ
ー

（８
２
０
１
肝
）
女
子
合

同
登
山
隊
の
登
頂
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が

Ｈ
月
Ｈ
日
、
東
京
新
宿
の
中
村
屋
で
開

か
れ
た
。

会
に
は
、
橋
本
隊
長
お
よ
び
４
人
の

隊
員
、大
塚
会
長
ら
日
本
山
岳
会
会
員
、

さ
ら
に
後
援
し
た
日
本
テ
レ
ビ
、
東
京

読
売
新
聞
社
な
ど
の
関
係
者
６０
人
余
り

が
出
席
し
た
。

大
塚
会
長
は

「女
子
の
合
同
登
山
は

イ
ン
ド
隊
以
来
久
し
振
り
だ
が
、
８
０

０
０
μ
川
の
高
峰
の
合
同
登
山
成
功
は
日

本
山
岳
会
の
１
０
０
周
年
事
業
の
登
山

に
つ
な
が
る
今
後
の
大
き
な
ス
テ
ッ
プ

に
な
る
」
と
挨
拶
。

橋
本
し
を
り
隊
長
は
改
め
て
、
恩
田

真
砂
美
登
攀
隊
長
、
井
出
里
香
隊
員
、

柏
澄
子
隊
員
、
足
立
道
代
隊
員
の
４
人

を
紹
介

（大
窪
隊
員
は
現
在
ネ
パ
ー
ル

滞
在
中
）
。
日
本
側
総
隊
長
を
務
め
た

長
尾
副
会
長
の
乾
杯
で
懇
談
に
入

っ
た

が
、
隊
員
を
中
心
に
に
ぎ
や
か
な
歓
談

の
輸
が
で
き
、
楽
し
い
祝
賀
会
と
な

っ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（今
村
千
秋
）

開
催
C
れ
る
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い
ま
だ
高
く
そ
び
え
る

世
界
最
高
峰

へ
の
挑
戦

８
８
４
８
厨
。
世
界
最
高
峰
、

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
の
高
度
で
あ
る
。
気
圧
は
３

分
の
１
気
圧
、
気
温
は
零
下
３０
度
を
下

回
る
。
こ
ん
な
過
酷
な
条
件
の
世
界
最

高
峰
で
も
、
次
の
よ
う
な
話
が
よ
く
聞

か
れ
る
。
「昔

ほ
ど
難

し
く
は
な

い
」

「酸
素
吸

っ
て
シ

ェ
ル
パ
を
連
れ
て
れ

ば
誰
で
も
登
れ
る
」
と
。
果
た
し
て
そ

う
だ
ろ
う
か
。

５
月
１７
日
。
僕
は
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
北

側
の
最
終
キ
ヤ
ン
プ

（８
３
０
０
厨
）

に
い
た
。
予
報
通
り
天
気
は
い
い
。
快

晴
。
０
時
４５
分

（ネ

パ
ー
ル
時
間
）
、

ア
タ

ッ
ク
を
は
じ
め
る
。
酸
素
ボ
ン
ベ

を
３
本
、
他
に
は
水
と
少
し
の
食
糧
、

カ
メ
ラ
な
ど
を
背
負
い
、
い
よ
い
よ
世

界
最
高
峰

へ
の
挑
戦
と
な

っ
た
の
だ
。

昨
秋
、
僕
は
世
界
第
６
峰

の
チ

ョ

ー

・
オ

ユ
ー

（８
２
０
１
房
）
に
登

っ

て
い
た
。
初
め
て
の
８
０
０
０
浮
川
峰
だ

っ
た
が
、
簡
単
に
考
え
て
い
た
。
世
界

に
１４
あ
る
８
０
０
０
日
川
峰
の
な
か
で
、

も

っ
と
も
簡
単
だ
と
い
わ
れ
る
山
。
７

０
０
０
日
川
ま
で
に
何
も
問
題
な
か
っ
た

の
で
、

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
に
向
け
て
の
順

東
京
大
学
ス
キ
ー
山
岳
部
　
山
田
　
淳

応
と
し
て
の
位
置
づ
け
し
か
考
え
て
い

な
か

っ
た
の
だ
。

し
か
し
８
０
０
０
厨
峰
は
そ
ん
な
に

甘
く
は
な
か

っ
た
。
何
と
か
登

っ
た
も

の
の
、
余
裕
な
ど
全
く
な
か

っ
た
。
何

と
か
登

っ
た
、
と
い
う
感
じ
だ

っ
た
。

８
０
０
０
は
甘
く
な
い
、
７
０
０
０
と

は
全
く
違
う
、
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘

じ
て
帰
国
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

そ
れ
か
ら

エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
に
向
け
て

の
真
剣
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
始
ま

っ
た
。

週
２
回
の
高
所
訓
練
、
そ
の
合
間
で
の

筋
ト
ン
、
有
酸
素
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。
必

死
の
思
い
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
繰
り
返

し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト

に
登
れ
な
い
、
切
迫
感
が
あ

っ
た
。

そ
し
て
出
発
の
日
を
迎
え
、
順
調
に

順
応
を
繰
り
返
し
、
登
頂
日
を
迎
え
た
。

す
で
に
５
人
の
登
頂
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、

３
人
は
順
応
が
う
ま
く
い
か
ず
帰
国
し

て
し
ま

っ
て
い
た
。
長
く
天
気
が
悪
か

っ
た
今
年
の
気
候
の
な
か
で
体
調
を
維

持
す
る
の
は
そ
ん
な
に
容
易
な
こ
と
で

は
な
い
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
が
出
て
、
僕

の
体
調
は
ま
さ
に
絶
好
調
。
登
れ
る
。

そ
う
確
信
し
て
最
終
キ
ヤ
ン
プ
を
出
発

し
た
の
だ

っ
た
。最
終
キ
ヤ
ン
プ
で
は
、

予
定
通
り
寝
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
寝

れ
ば
呼
吸
数
が
落
ち
、
酸
素
摂
取
量
が

減
る
。
寝
な
く
て
も
横
に
な

っ
て
い
る

だ
け
の
休
息
で
登
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
に
い
た
と
き
に
勉
強
し
、
考
え
て

い
た
通
り
の
行
動
だ

っ
た
。

順
調
に
ペ
ー
ス
を
上
げ
、
３
つ
の
ス

テ
ッ
プ
を
越
え
る
。

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
北

側
に
は
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
、
セ
カ

ン
ド
ス
テ
ッ
プ
、
サ
ー
ド
ス
テ
ッ
プ
と

呼
ば
れ
る
３
つ
の
壁
が
立
ち
は
だ
か

っ

て
い
る
。
体
力
的
に
も
精
神
的
に
も
余

裕
を
持

っ
て
そ
の
３
つ
の
ス
テ
ツ
プ
を

越
え
る
。

サ
ー
ド
ス
テ
ッ
プ
を
越
え
た
あ
た
り

で
日
の
出
を
迎
え
た
。
ほ
ぼ
世
界
最
高

所
で
の
ご
来
光
。
あ
と
１
時
間
前
後
で

頂
上
に
着
く
は
ず
だ
。
右
に
は
マ
カ
ル

ー
、
正
面
に
は
ロ
ー
ツ
ェ
・シ
ャ
ー
ル
、

左
に
は
昨
秋
登
っ
た
チ
ョ
ー
・オ
ユ
ー
。

す
で
に
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
以
外
で
は
経
験

で
き
な
い
高
さ
ま
で
登

っ
て
い
た
。

６
時
２５
分
。
僕
は
世
界
最
高
峰
に
立

っ
た
。
チ
ョ
ー

・
オ
ユ
ー
の
と
き
と
同

じ
シ
ェ
ル
パ
、
プ
ル
バ
と
と
も
に
。
ほ

か
に
は
誰
も
い
な
い
。
混
雑
す
る
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
の
頂
上
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
　
＞４

あ
る
が
、
あ
と
か
ら
聞
い
た
話
で
は
、
　

＜

２
番
目
に
登
頂
し
た
人
よ
り
２
時
間
以

上
早
い
登
頂
だ
っ
た
そ
う
だ
。
山
頂
独

り
占
め
。
晴
れ
わ
た
っ
た
視
界
。
最
高

に
幸
せ
な
気
分
の
な
か
で
、
頭
の
中
は

「早
く
下
り
な
く
て
は
」
と
い
う
こ
と

で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

余
裕
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
か
な
り
の
余
裕
を
持

っ
て
の

登
頂
だ

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
背
中
に

背
負

っ
て
い
る
酸
素
ボ
ン
ベ
が
な
く
な

っ
た
と
き
、
そ
れ
は
死
を
意
味
す
る
。

１０
分
ほ
ど
撮
影
な
ど
を
し
た
後
、
早
々

に
下
山
。
酸
素
ボ
ン
ベ
が
外
せ
る
７
５

０
０
際川
近
く
ま
で
下
り
な
く
て
は
安
全

独り占めのエヴェレスト山頂でパソコンを開く (山 田のサイトより)
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圏
と
は
い
え
な
い
。
ゴ
ー
ル
は
頂
上
で

は
な
い
の
だ
。

こ
う
し
て
僕
の
世
界
最
高
峰
へ
の
挑

戦
は
成
功
し
た
。
い
や
、
世
界
最
高
峰

へ
挑
戦
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
昨
秋
か

ら
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
な
か
で
自
分
の

限
界
に
挑
戦
し
て
い
た
の
だ
。
帰
国
し

た
今
、
は
っ
き
り
と
言
え
る
。
８
８
４

８
μ川
と
い
う
高
さ
は
そ
ん
な
に
甘
く
な

い
。
酸
素
を
吸
っ
て
も
シ
ェ
ル
パ
に
助

け
ら
れ
て
も
、今
ま
で
の
経
験
と
体
力
、

総
合
力
が
試
さ
れ
る
場
な
の
だ
。
今
年

も
死
者
が
出
て
、
何
十
年
連
続
と
い
う

不
名
誉
な
連
続
死
亡
記
録
も
更
新
さ
れ

て
い
る
。
登
山
道
で
も
死
体
を
見
た
。

決
し
て
山
で
死
ん
だ
ら
本
望
、
で
は
な

い
。
そ
れ
で
も
人
は
簡
単
に
エ
ヴ

ェ
レ

ス
ト
に
集
ま
る
。
世
界
最
高
峰
と
い
う

だ
け
で
、
登
山
者
の
ひ
と
つ
の
夢
と
な

る
こ
と
は
よ
く
わ
か
る
。
し
か
し
、
簡

単
に
登
れ
る
山
で
は
な
い
。

登
頂
率
が
い
ま
だ
に
３０
％
を
超
え
な

い
、
そ
の
理
由
が
わ
か
っ
て
い
な
い
人

た
ち
が
簡
単
に
無
酸
素
な
ど
と
言
っ
て

い
た
。
無
酸
素
な
ど
、
簡
単
に
口
に
す

べ
き
で
は
な
い
、
と
思
っ
た
。
世
界
最

高
峰
、
い
ま
だ
に
高
く
そ
び
え
、
人
々

の
夢
を
打
ち
砕
い
て
い
る
。

（東
京
大
学
山
の
会
会
報

『Ｔ
Ｕ
Ｓ
Ａ

Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
』
よ
り
転
載
し
ま
し
た
）

&川redFche・ 75

パルスオキシメータ

野口 いづみ

血圧や心電図検査は一般の方にも馴染みが

深いが、最近登場したモニターのニューフェ

ースといえる器械にパルスオキシメータがあ

る。以前は重 く、大きく、高額であった。現

在では小型軽量化し、また安価になったため

に、容易に高所に持参できるようになった。

高所 トレッキングを行う一部の旅行社ではす

でに採用してお り、ご存知の方も少なくない

だろう。

パルスオキシメータは指先を洗濯ばさみの

ようなセンサーではさみ、連続的に動脈の酸

素化の程度 (動脈血酸素飽和度)と 脈拍数を

示す器械である。センサーには発光ダイオー

ドが内蔵され、拍動している動脈血の成分だ

けを読み取ることができる。ヘモグロビンが

酸素に結合している酸素ヘモグロビンは赤 く

結合していない還元ヘモグロビンは黒いこと

を利用し、指先を透過した光の赤度と黒度を

分光分析し、2波長の光の吸光度の比から動

脈血酸素飽和度が算出される。以前は採血し

てなければ動脈血の酸素のレベルを知ること

ができなかったことを考えると、す ぐれもの

である。

動脈血酸素飽和度の最高値は100%であり、

ヘモグロビンが最大限に酸素に結合している

状態である。通常の生活圏 (低地)の大気中

では正常値は96%以上であ り、それ以下で

は低酸素症と考えられる。高度が上昇すると

大気中の酸素のレベル (酸素分圧)は低下し、

標高5500mで は半分になる。それに伴って

低酸素状態となり、動脈血酸素飽和度は低下

する。高所では過呼吸をすると酸素飽和度を

上昇させることができ、高所馴化が良い人で

は低下が少ない傾向がある。

高所馴化は、当初は換気量の増加と心拍出

量の増加などの呼吸循環系の代償によつて行

われる。心臓については、高所馴化がスムー

ズな人では心臓の1回 当た りの拍出量が多 く

なり、脈拍数の増加は少ない。したがって、

「酸素飽和度÷脈拍」が高値であれば、つ ま

り、酸素飽和度が高 く、脈拍数の増加が少な

ければ、高所馴化が良好であるという目安に

なる。

しかし、パルスオキシメータは脈拍がとり

にくいと測定できず、寒冷などで末梢循環が

悪い場合には値を得にくい。また、呼吸の状

態で値は容易に変動するので、安定した呼吸

状態の時に測定する必要がある。さらに、爪

にマニキュアをしていると低値を示す。マニ

キュアは高所 トレッキングには避けるべきお

しゃれといえよう。

(5)
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マルコの不明、
山野丼夫妻の生還

江本 嘉伸

昨年5月 、エヴェレス トBCの マルコ

(ラ ッセル・ブライスのサイトより)

ス
テ
イ
ー
プ
ン

・
コ
ツ
チ
と
聞
い
て
、

あ
あ
、
と
思
う
人
は
、
現
代
の
山
、
そ
れ

も
パ
ウ
ダ
ー
系
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
滑
降

の
世
界
に
つ
い
て
か
な
り
知

っ
て
い
る
、

と
言

っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

米
国
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
の
ジ
ヤ
ク
ソ
ン
に

住
む
３３
才
の
山
岳
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
。
１

９
８
７
年
以
来
も

っ
ぱ
ら
ア
メ
リ
カ
を
舞

台
に
困
難
な
登
攀
と
滑
降
の
世
界
に
挑
戦

を
続
け
、
グ
ラ
ン
ド

・
テ
イ
ー
ト
ン
の
ブ

ラ
ッ
ク

・
ア
イ
ス

・
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
の
滑

降
は
じ
め
４０
を
越
え
る
難
ル
ー
ト
の
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
初
滑
降
を
成
功
さ
せ
て
い
る
。

い
ま
で
は
舞
台
を
世
界
に
広
げ
、
昨
年
２

月
、
オ
セ
ア
ニ
ア
最
高
峰
の
カ
ル
ス
テ
ン

ツ

・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
か
ら
の
滑
降
に
成
功
、

「七
大
陸
最
高
峰

へ
の
登
頂
と
山
頂
か
ら

の
ス
ノ
ー
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
に
王
手
を
か

け
た
。
残
る
は
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
で
あ
る
。

チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
か
ら
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

滑
降
と
言
え
ば
、
マ
ル
コ

ｏ
シ
フ
レ
デ
イ

が
す
で
に
や
っ
て
い
る
。
以
前
こ
の
コ
ラ

ム
で
も
書
い
た
が
、
昨
年
５
月
２５
日
、
石

川
直
樹
が
ラ
ッ
セ
ル

・
ブ
ラ
イ
ス
隊
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
登
頂
し
た
際
、
同
じ
隊
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
誰
よ
り
も
早
く
登
頂
し
、

頂
上
か
ら
６
４
０
０
口川
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
ま
で
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
滑
降
を
や
っ
て
の
け
た
２２
才

の
フ
ラ
ン
ス
青
年
だ
。
最
高
峰
か
ら
の
滑

降
を
果
た
し
た
今
、
彼
は
何
を
め
ざ
す
の

だ
ろ
う
…
…
。

そ
ん
な
問
い
か
け
は
、
全
く
無
意
味
だ

っ
た
。
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
に
、
こ
の
秋
、

マ
ル
コ
は
そ
の
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
北
壁
で
行

方
不
明
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
で
も
、

な
ぜ
？

メ
ー
ル
で
届
け
ら
れ
た
ラ
ッ
セ
ル

・
ブ

ラ
イ
ス
の
沈
痛
な
文
章
で
事
態
を
の
み
こ

め
た
。
マ
ル
コ
は
、
昨
年
５
月
に
自
分
が

滑
降
し
た
ル
ー
ト
で
は
不
完
全
と
み
な
し

た
ら
し
い
。
「ホ
ー
ン
バ
イ
ン
と
日
本
隊

の
ふ
た
つ
の
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
を
つ
な
ぐ
ル

ー
ト
」
こ
そ
、
滑
る
べ
き
真
の
北
壁
ル
ー

ト
だ
、
と
。

マ
ル
コ
の
こ
と
を
父
親
の
気
分
で
親
身

に
と
ら
え
て
い
た
ブ
ラ
イ
ス
自
身
は
、
も

う
や
っ
た
で
は
な
い
か
、
こ
れ
以
上
の
挑

戦
は
い
い
で
は
な
い
か
、
と
説
得
し
た
よ

う
だ
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く

「あ
の
滑
降

は
不
完
全
」
と
い
う
外
部
の
批
評
も
あ

っ

た
の
だ
ろ
う
。
マ
ル
コ
の
心
は
お
さ
ま
ら

な
か

っ
た
。
結
局
、
チ

ョ
ー

・
オ
ユ
ー
登

山
で

一
緒
に
行
け
な
い
ブ
ラ
イ
ス
の
か
わ

り
に
、
彼
の
隊
の
シ
ェ
ル
パ
で
あ
る
プ
ル

バ

・
タ
シ
を
隊
長
と
し
、
こ
の
８
月
、
マ

ル
コ
は
再
び
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
に
入

っ
た
。

９
月
４
日
、
マ
ル
コ
と
二
人
の
シ
ェ
ル

パ
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
出
発
、
８
日
午
後
２
時
、

昨
年
に
次
い
で
三
度
目
の
登
頂
を
果
た
し

た
。
雪
が
深
く
、
昨
年
よ
り
時
間
が
か
か

っ
た
。
午
後
３
時
、
マ
ル
コ
は

「う
ま
く

行
く
と
思
う
。
明
日
会
お
う
」
と
シ
ェ
ル

パ
に
言
い
残
し
て
北
壁
に
向
か
っ
て
滑
降

を
開
始
、
そ
の
ま
ま
行
方
を
絶

っ
た
。
シ

ェ
ル
パ
た
ち
は
懸
命
に
捜
索
し
た
が
、
８

６
０
０
眉
地
点
で
シ
ュ
プ
ー
ル
を
確
認
で

き
だ
け
だ

っ
た
。
ピ
ア
ス
を

つ
け
た
、
あ

の
強
い
マ
ル
コ
は
永
遠
に
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ

に
抱
か
れ
た
の
で
あ
る
。

１
９
６
０
年
代
に
登
場
し
た
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
。
広
い
板
の
エ
ッ
ジ
は
斜
面
に
し

つ

か
り
利
き
、
ゲ
レ
ン
デ
を
越
え
た
急
峻
な

雪
面
で
は
ス
キ
ー
以
上
に
素
晴
ら
し
い
機

能
を
発
揮
す
る
よ
う
だ
が
、
チ

ョ
モ
ラ
ン

マ
の
北
壁
を
ど
う
滑
降
す
る
の
が
ベ
ス
ト

か
、
そ
う
い
う
挑
戦
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
い

っ
て
い
る
こ
と
に
、
愕
然
と
さ
せ
ら
れ
る
。

１０
月
下
旬
、
ギ
ャ
チ

ュ
ン
カ
ン

（７
９

２
２
厨
）
か
ら
遭
難
と
生
還
の
す
さ
ま
じ

い
登
攀
の
ド
ラ
マ
が
伝
え
ら
れ
た
。
ス
ロ

ベ
ニ
ア

・
ル
ー
ト
に
挑
戦
し
て
い
た
山
野

井
泰
史

・
妙
子
夫
妻
で
あ
る
。

６
日
登
攀
開
始
、
７
０
０
０
、
７
５
０

０
日川
で
連
続
ビ
バ
ー
ク
の
後
、
８
日
泰
史

が
単
独
で
登
頂
、
７
６
０
０
厨
地
点
で
待

つ
妙
子
に
合
流
し
て
三
晩
目
の
ビ
バ
ー
ク
。

翌
日
雪
の
中
を
下
降
す
る
が
、
妙
子
が
雪

崩
で
飛
ば
さ
れ
、

５０
厨
の
ザ
イ
ル
い
っ
ぱ

い
で
止
ま

っ
た
。
そ
の
際
手
袋
を
な
く
し
、

左
目
が
見
え
な
く
な
る
事
態
に
。
さ
ら
に

ハ
ン
グ
の
岩
に
こ
す
れ
て
ザ
イ
ル
が
切
れ

そ
う
に
な
り
、
妙
子
は
ザ
イ
ル
を
外
し
て

バ
イ
ル
と
ア
ッ
ク
ス
で
自
分
を
確
保
。
泰

史
も
新
た
な
雪
崩
で
目
を
傷

つ
け
て

一
時

視
力
が
な
く
な
り
、
ハ
ー
ケ
ン
を
打

つ
た

め
、
手
袋
を
外
し
て
手
探
り
で
リ
ス
を
探

す
、
と
い
う
状
況
と
な

っ
た
。

結
局
登
頂
後
、
五
晩
の
ビ
バ
ー
ク
を
重

ね
て
下
降
を
続
け
、

１３
日
ベ
ー
ス
に
た
ど

り
着
い
た
。
詳
細
は
、
別
の
機
会
と
す
る

が
、
ク
ラ
イ
マ
ー
夫
妻
に
よ
る
こ
れ
ほ
ど

の
登
攀
と
脱
出
劇
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
史

の
中
で
も
、
前
例
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
二

人
と
も
か
な
り
の
凍
傷
を
負

っ
た
が
、
元

気
と
い
う
。
な
ん
と
い
う
二
人
か
、
言
葉

が
な
い
。

(6)
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日本山岳会の各委員会

同好会の活動報告です。

講
演
会

「ラ
ス
キ
ン
と
ア
ル
プ
ス
」

９
月
２０
日
、
当
会
の
会
議
室
は
４０
名

を
超
す
会
員
の
熱
気
に
包
ま
れ
た
。
な

か
に
は
遠
路
、
富
山
市
か
ら
か
け
つ
け

た
と
い
う
会
員
の
姿
も
あ

っ
た
。

講
師

・
宮
下
啓
三
氏

（慶
応
大
学
名

誉
教
授
、
本
会
理
事
）
は
、
画
家
や
美

術
評
論
家
と
し
て
高
名
な
う
え
に
、
わ

が
国
の
山
岳
絵
画
に
影
響
大
だ

っ
た
ラ

ス
キ
ン
の
業
績
を
平
明
か
つ
具
体
的
に

解
き
明
か
し
た
。

宮
下
氏
に
よ
れ
ば
、
彼
は

一
九
世
紀

の
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
黄
金
時
代
、
英
国
人

た
ち
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
だ
け

で
な
く
、
わ
が
国
の
近
代
登
山
黎
明
期

に
あ
り
、
日
本
山
岳
会
誕
生
を
も
促
す

影
の
力
に
も
な

っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、

ウ

エ
ス
ト
ン
と
小
島
烏
水
ら
を
結
び
つ

け
た
内
容
で
も
あ
り
、
親
近
感
を
も

っ

て
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

筆
者
な
ど
、
烏
水
が
紹
介
す
る

『ア

ル
ピ
ニ
ス
ト
の
手
記
』
の
一
文
を
ふ
と

思
い
だ
す
。
「ウ

エ
ス
ト
ン
を
初
め
て

知

っ
た
の
は
、
同
じ
山
手
の
居
住
者
と

い
う
関
係
で
、
岡
野

（烏
水
の
友
人
だ

っ
た
岡
野
金
次
郎
）
だ
っ
た
。
そ
の
後

岡
野
と
私
の
二
人
が
ウ

エ
ス
ト
ン
の
住

宅
で
、
山
手
２
１
９
番
館
を
訪
ね
た
と

き
、
ウ

エ
ス
ト
ン
が
私
た
ち
に
話
し
て

聞
か
せ
た
の
は
ラ
ス
キ
ン
先
生
の

『近

代
画
家
論
』
第
４
巻

〈山
の
栄
光
〉
と

い
う
名
文
の
一
節
で
あ

っ
た
。
私
は
わ

か
ら
な
い
ま
で
も
、
ラ
ス
キ
ン
先
生
に

頭
を
下
げ
る
気
に
な

っ
た
」
。
烏
水
が

ま
だ
ラ
ス
キ
ン
の
業
績
を
何
も
知
ら
な

か
っ
た
こ
ろ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

宮
下
氏
は
ま
た
、
名
文
家
の
誉
れ
高

か
っ
た
ラ
ス
キ
ン
の
文
章
の
な
か
か
ら

ア
ル
プ
ス
の
山
々
に
ち
な
む
も
の
を
紹

介
、
筆
者
は
再
記
す
る
価
値
を
感
じ
る
。

〈山
は
す
べ
て
の
景
観
の
始
ま
り
で
あ

り
、
終
わ
り
で
あ
る
〉
。
こ
れ
は
英
国

の
名
句
辞
典
に
も
必
ず
出
て
く
る
有
名

な
言
葉
だ
と
い
う
。

〈山
々
は
美
の
完
成
を
私
た
ち
に
示
す

た
め
に
創
造
さ
れ
た
〉
。
ラ
ス
キ
ン
は

「山
は
人
類
の
た
め
に
創
ら
れ
た
学
堂

で
あ
り
、
寺
院
で
も
あ
る
」
と
も
書
い

て
い
る
と
い
う
。

〈
こ
の
世
が
与
え
る
こ
と
の
で
き
る
最

上
の
楽
園
の
像
は
、
偉
大
な
ア
ル
プ

の

斜
面
の
草
原
と
果
樹
園
と
穀
物
畑
を
織

り
な
す
ス
ロ
ー
プ
に
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

紫
色
の
岩
石
と
、
そ
の
上
に
は
永
遠
の

雪
が
あ
る
〉
。
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
は
、

ラ
ス
キ
ン
は

「ア
ル
プ

ス
の
山
々
」
の

単
数
形
と
し
て

「ア
ル
プ
」
と
い
う
語

を
使

っ
て
い
る
と
い
う
。

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
喜
び
、

知
的
好
奇
心
を
満
た
し
て
く
れ
る
有
意

義
な
講
演
だ

っ
た
。
　

（田
畑
　
首
〓

）

フ
ォ
ー
ラ
ム
ＩＮ
安
曇
野

・

小
谷
０

８
月

２４
日

Ａ
常
念
岳
登
山

ビ
レ
ツ
ジ
安
曇
野
を
出
て
常
念
岳
を

目
指
す
と
、
そ
こ
は
田
淵
行
男
が
通

っ

た
ナ
チ

ュ
ラ
リ
ス
ト
の
小
径
。
緩
や
か

に
登
る
前
半
の
山
道
で
は
、
そ
こ
か
し

こ
の
山
の
植
物
や
、
水
の
流
れ
に
気
を

奪
わ
れ
て
疲
れ
を
感
ず
る
間
も
な
く
、

後
半
は
ま
た

一
気
の
登
り
で
息

つ
く
間

も
な
く
、
あ

っ
と
い
う
間
に
２
５
０
０

μ川
の
山
小
屋
に
到
着
。

翌
朝
、
前
穂
か
ら
槍
に
至
る
氷
河
地

形
の
大
パ
ノ
ラ
マ
に
歓
声
を
あ
げ
る
。

こ
の
道
を
登

っ
て
み
る
と
、
穂
高
神
社

の
奥
宮
が
明
神
に
あ
る
あ
り
が
た
さ
が

わ
か
る
気
が
す
る
。
　

（大
船
　
武
彦
）

Ｂ
雨
飾
山
登
山

小
谷
側
の
登
り
回
は
雨
飾
高
原
キ
ャ

%〕港3LASTRIK
個人手配旅行から人気の トレックツアーや
エクスペディションのアレンジまで。充実

度が違 う「旅」のプランニングをこころがけ
ています。山旅などあらゆるジャンルを取

り扱っています。お気軽にご連絡 ください。

彗荘アトラストレック
(国 土交通大臣登録旅行業1167号 )

東京/〒 160■∞8東京都新宿区三栄町23 TEL03‐ 3341‐0030

大阪/〒 540‐ 0012大 阪市中央区谷町3-4-5中 央谷町ビル501号 ■■06‐6946‐ 9111

名古屋/〒 464‐0807名古屋区千穂区東山通り5-113オ ークラビル6F TEL052‐ 788¨ 2422
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ン
プ
場
か
ら
で
、
途
中
、
荒
菅
沢
下
部

を
渡
り
、
左
岸
尾
根
に
取
付
き
、
笹
平

で
稜
線
に
達
し
、
ゆ
る
や
か
な
草
原
の

な
か
を
頂
上
に
至
る
。

幸
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
快
適
に
往
復

で
き
た
が
、
午
後
に
な

っ
て
稜
線
上
に

ガ
ス
が
か
か
っ
て
き
た
た
め
糸
魚
川

・

日
本
海
方
面
の
景
色
が
短
時
間
し
か
望

見
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
だ
っ
た
。

雨
飾
山
と
い
う
と

『日
本
百
名
山
』

深
田
久
弥
の
名
が
連
想
さ
れ
る
が
、
彼

に
と
っ
て
ど
う
い
う
山
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
そ
の
こ
と
は
小
谷
温
泉
で
の
講

演

「深
田
久
弥
と
雨
飾
山
」
⌒高
辻
謙

輔
氏
）
お
よ
び
バ
ス
の
中
で
見
せ
て
も

ら
っ
た
ビ
デ
オ

「深
田
夫
妻

ｏ
秋
の
乙

見
山
峠
越
え
」
で
よ
く
わ
か
っ
た
よ
う

な
気
が
し
た
。
　
　
　
（大
森
　
喜
夫
）

Ｃ
塩
の
道
を
歩
く

バ
ス
で
ま
ず
自
馬
村
の
観
音
原
へ
。

高
遠
石
工
の
西
国
、
坂
東
、
秩
父
の
百

体
観
音
が
並
ぶ
。次
は
前
山
百
体
観
音
。

こ
こ
か
ら
塩
の
道
歩
き
が
始
ま
っ
た
。

白
馬
三
山
は
雲
に
か
く
れ
姿
を
見
せ

な
い
。
林
の
中
を
し
ば
ら
く
歩
く
と
沓

掛
の
牛
方
宿
。
庚
申
塔
か
ら
親
坂
を
下

る
。
途
中
に
水
飲
み
場
の
弘
法
清
水
が

あ
り
、
牛
用
の
舟
石
ま
で
あ
る
。
千
国

番
所
跡
を
見
学
し
て
か
ら
昼
食
。

午
後
は
千
国
諏
訪
神
社
に
参
り
、
右

下
に
学
校
の
あ
る
狭
い
道
を
し
ば
ら
く

歩
く
と
広
い
稲
田
に
出
る
。
講
師
の
田

中
欣

一
氏
の
話
が
面
白
い
。
杉
林
と
雑

木
林
の
間
の
う
す
暗
い
道
を
ぬ
け
る
と

石
造
物
の
多
い
と
こ
ろ
に
出
た
。
線
彫

り
の
鍾
旭
様
も
あ
る
。
道
幅
の
広
い
三

夜
坂
を
下
り
、

１４
時
半
頃
小
谷
村
役
場

に
着
い
た
。
　
　
　
（鶴
田
　
佐
知
子
）

Ｄ
栂
池
ハ
イ
ク

本
道
に
花
か
ざ
し
け
り
鳥
兜

木
道
の
草
に
紛
れ
ず
濃
竜
胆

蔓
竜
胆
花
を
連
ね
て
崖
に
垂
れ

綿
菅
の
ち
ぎ
れ
し
綿
毛
風
な
び
き

照
り
か
げ
り
秋
雲
地
塘
に
写
り
け
り

＊

郁
鄭
や
深
田
氏
偲
ぶ
小
谷
宿

郁
郭
の
鳴
き
つ
ぐ
信
玄
隠
し
の
湯

（瀧
沢
　
ち
よ
子
）

８
月
２５
日

「フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉｎ
小
谷
」

小
谷
は
民
謡
の
宝
庫
。
役
場
隣
の
多

目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
交
流
集
会

は
、
地
元
の
民
謡
保
存
会
の
人
々
の
熱

演
か
ら
始
ま

っ
た
。
馬
方
節
、
酒
作
り

や
機
織
り
の
唄
な
ど
、
労
働
の
中
か
ら

生
ま
れ
た
歌
の
数
々
が
披
露
さ
れ
た
。

『昭
和
子
ど
も
歳
時
記
』
の
著
者
中
田

幸
平
氏
に
よ
る
自
著
挿
絵
の
ス
ラ
イ
ド

は
参
加
者
の
童
心
を
呼
び
さ
ま
し
た
。

宮
沢
美
渚
子
さ
ん
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
話
。

来
日
中
の
ペ
ン
パ

ニ
フ
マ
氏
も
登
場
し

て
国
際
山
岳
年
に
ふ
さ
わ
し
い
一
幕
と

な

っ
た
。

今
回
は
地
元
の
要
望
で
邦
楽
を
中
心

に
構
成
し
た
。
竿

・
三
弦

・
尺
八

・
鼓

に
よ
る
古
曲
か
ら
現
代
曲
、
朗
読
と
組

合
せ
た

「花
さ
き
山
」
な
ど
、
邦
楽
の

可
能
性
を
追
及
し
た
も
の
。
毎
年
、
多

く
の
方
に
ご
支
援
を
い
た
だ
き
感
謝
し

て
い
る
。　
　
　
　
　
　
（近
藤
　
緑
）

上
高
地
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

上
高
地
イ
ン
プ
リ
活
動
を
始
め
て
９

年
目
。
「上
高
地
の
タ
ベ
」
ミ
ニ
ト
ー

ク
も
７
年
目
を
迎
え
た
。
時
の
経
つ
の

が
早
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
今
年
も

「す
ば
ら
し
い
上
高
地
で
、
感
動
と
新

し
い
体
験
を
楽
し
く
、
な
る
べ
く
多
く

の
人
々
に
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
充
実
し

た
活
動
を
展
開
。

Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
を
中
心
と
し
た
山
の
自

然
学
研
究
会

（や
ま
学
研
）
の
主
催
行

事
と
し
て
８
月
３
日
か
ら
１８
日
の
１６
日

間
実
施
し
た
。
総
勢
２０
人

（う
ち
Ｊ
Ａ

Ｃ
会
員
１５
名
）。

宿
泊
は
、
延
べ
宿
泊
数
８３
泊
（う
ち
、

山
研
Ｈ
、
上
高
地
活
動
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

７２
泊
）
で
あ

っ
た
。
山
研
、
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
利
用
に
つ
い
て
は
個
人
の
選
択
に

任
せ
た
。
将
来
的
に
は
、
山
研
利
用
増

加
の
方
向
を
探
り
た
い
と
願

っ
て
い
る
。

自
然
解
説
で
、
案
内
し
た
人
数
は
５９

名
。
実
施
回
数
１２
回
で
平
均
案
内
人
数

は
、
約
５
人
。
こ
の
数
は
解
説
員

一
人

に
ち
ょ
う
ど
良
い
人
数
。
期
間
中
に
動

員
さ
れ
た
解
説
員
は
３６
人
で
、
余
力
が

あ
り
、
こ
の
３
倍
の
人
数
は
こ
な
せ
た

こ
と
に
な
る
。
な
ん
と
し
て
も
水
平
　
＞

（拠
点
）
拡
大
を
図
り
た
い
と
こ
ろ
だ
。
　
＜

「タ
ベ
の
ミ
ニ
ト
ー
ク
」
は
昨
年
に
引

き
続
き
、
温
泉
ホ
テ
ル
、
ア
ル
ペ
ン
ホ

テ
ル
、西
糸
屋
山
荘
の
３
拠
点
で
実
施
。

聴
衆
合
計
は
、
８
３
５
名
で
十
分
な
活

動
が
で
き
た
と
思
う
。
改
善
点
と
し
て

は
、温
泉
ホ
テ
ル
が
７
年
目
の
浮
気
か
、

多
少
飽
き
が
き
て
い
る
と
い
う
観
点
で

見
直
し
が
必
要
。
ア
ル
ペ
ン
ホ
テ
ル
で

の
動
員
数
に
波
が
大
き
い
の
で
い
か
に

改
善
す
る
か
に
あ
る
。

「タ
ベ
の
ミ
ニ
ト
ー
ク
」
に
つ
い
て
は
、

各
ホ
テ
ル
か
ら
、
今
後
も
継
続
し
て
の

実
施
を
強
く
希
望
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
Ｐ
Ｒ
印
刷
物
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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に
も
掲
載
す
る
と
の
積
極
的
ご
意
見
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

日
本
山
岳
会
に
属
す
る
私
ど
も
に
と

り
、
上
高
地
は
縁
の
深
い
場
所
。
今
後

も
継
続
し
て
貢
献
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
思
い
や
し
き
り
。
そ
し
て
、

こ
の
イ
ン
プ
リ
作
業
は
、
関
連
す
る
周

囲
（上
高
地
に
来
ら
れ
る
ビ
ジ
タ
ー
、

受
け
手
の
ホ
テ
ル
、
環
境
省
、
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー
、
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

〈Ｐ
Ｖ
〉
な
ら
び
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
内
部
）
に

と
っ
て
も
、
そ
れ
が
調
和
を
も

っ
て
行

わ
れ
る
時
、
意
義
が
あ
り
有
効
で
あ
る

と
考
え
る
。

そ
の
基
盤
造
り
に
、
本
年
は
上
高
地

に
連
続
２４
日
滞
在
。
山
の
自
然
学
ク
ラ

ブ
、
や
ま
学
研
、
Ｐ
Ｖ
間
の
調
整
役
を

勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
各
位
に
感

謝
す
る
と
同
時
に
今
後
へ
の
期
待
が
膨

ら
む
。

今
後
の
方
向
と
し
て
、
で
き
る
だ
け

日
本
山
岳
会
の
総
力
を
結
集
し
た
形
で

の
展
開
が
図
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

皆
さ
ま
の
お
知
恵
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
期

待
す
る
こ
と
大
な
る
も
の
あ
り
。

イ
ン
プ
リ
活
動
に
先
立
ち
、
や
ま
学

研
の
機
関
誌

「や
ま
の
自
然
」
創
刊
号

「上
高
地
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
ミ
ニ
ト

ー
ク
集
」
を
７
月
に
刊
行
し
た
。

（古
田
　
寛
昭
）

誕
生
か
ら
１
年

自
然
保
護
委
員
会
と
や
ま
学
研
で
実

施
し
て
い
た

「山

の
自
然
学
講
座
」
。

こ
の
講
座

の
実
施
母
体
と
す
る
べ
く

「Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山

の
自
然
学
ク
ラ
ブ
」

を
誕
生
さ
せ
て
か
ら
、
こ
の
１２
月
で
１

年
に
な
り
ま
す
。

現
在
こ
の
会
は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
団
体
会

員
の
立
場
で
、
ま
だ
会
員
数
約
３
０
０

名
の
小
所
帯
で
は
あ
り
ま
す
が
、
１
９

９
３
年
に
発
祥
し
た
生
い
立
ち
を
大
切

に
し
て

「山
に
学
ん
で
自
然
を
守
る
」

こ
と
を
目
的
に
、
各
種
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば

「山
の
自
然
学
指
導
員
養
成

講
座
」
を
本
年
８
～
１０
月
に
行
い
、

２０

人
の
山
の
自
然
学
指
導
員
を
生
み
出
し

ま
し
た
。

山
の
自
然
学
講
座
は
毎
月
第
３
土
曜

を
定
例
に
し
て
行

っ
て
い
ま
す
。
室
内

の
講
座
は
青
山
の
エ
ポ
会
議
室
で
、
ま

た
現
地

へ
行
く
と
き
も
こ
の
日
を
挟
ん

で
計
画
し
て
い
ま
す
。

関
心
の
あ
る
方
は
事
務
局

（ＴＥＬ
　
０

４
５

‥
８
３
３

‐
５
７
３
８
　
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
５

‥
８
３
３

‥
８
５
０
５
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（大
森
　
弘

一
郎
）

またお逢いしましょう

管理人 木村 太郎・弥生

上高地の本々に囲まれ、猿を

始めとする動物たちを隣人とし

て暮らしていると時々思うこと

があるのです。動植物もそれぞ

れに個性的で、懸命に生きてい

るのだなあと。

山研の雨どいに暮らす蛇のヘ

び太とヘビ子。へび太はふてぶ

てしいというか堂々としている

のに対して、ヘビ子はとても臆

病者で、シャイ。ヘビ子をじっ

と見つめているとその視線を感

じてすぐに雨どいの中に隠れて

しまいます。猿も色んなヤツが

いて、玄関前に陣取っているの

で仕方なく両手を広げて追い払

うと、さっと山研の塀に身を隠

しながらも懸垂するような格好

でこちらを何度も覗いているヤ

ツ、こちらのことなどお構い無

しにマイペースで本の実を食べ

ているヤツ、テラスのテーブル

に寝そべって本々を見ているの

か遠い目をしているヤツ、好奇

心一杯の日でガラス越しに山研

内を覗き込んでいるヤツ。

先日岳沢ヒュッテ近 くで見か

けたカモシカは、人間が餌をち

ょくちょくやっているからかこ

ちらにドンドンにじり寄って来

て、カメラを向けるとカメラロ

線でポーズを取 り、もう一組の

観光客がカメラを向けると今度

はそちらに目線を移すツワモノ。

最近人と動物の距離が近づきす

ぎているという感は大いにあり

ますが、同じ土地に暮らし、近

い距離で彼らに接してみると彼

らの声が漫画の 「ふきだし」の

ように見えることがあリクスッ

と笑ってしまいます。

山研周辺の本々もさまざまな

個性に溢れています。本々同士

が囁いているように聞こえる時

があったり、疲れた私たちを励

ましてくれる本があったり、そ

うかと思うと全 く知らんぷ りで

無視する本があったり。

そんな発見に満ちた上高地で

の今年の暮らしも終わろうとし

ています。私たちは11月 中旬

には山研を閉所し、下山します

が、今年は年末年始に山研委員

が詰めて5日 間ほど山研を開放

する予定です。真冬の山研で、

普段味わうことができない景色、

雰囲気、山研周辺の本々、空な

どに触れてみてはいかがでしょ

うか。皆さんの発見を来春教え

ていただきたいな、と思います。

また山研でお逢いしましょう。

(9)
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中
国
雲
南
の
山
々
を
歩
く

岐
阜
支
部
恒
例
の
海
外
山
行
は
、
６

月
１５
日
か
ら
Ｈ
日
間
、
中
国
雲
南
省
か

ら
始
ま
る
西
南
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
一
端

に
ふ
れ
、
４
０
０
０
い川
峰
の
登
山
も
楽

し
ん
で
き
た
。

一
行
２１
名
は
ま
ず
上
海
に
集
合
。
中

国
南
部
最
大
の
都
市
、
昆
明
を
経
由
し

て
横
断
山
脈
南
部
の
名
峰

「梅
里
雪

山
」
や

「玉
龍
雪
山
」
を
高
所
順
応
を

か
ね
て
散
策
。
さ
ら
に
、
麓
の
ペ
ー
自

治
州
の
州
都
、
大
理
（シ
ヤ
ン
グ
リ
ラ
）

や
南
宋
時
代
に
街
が
造
ら
れ
た
ナ
シ
族

の
街
、
麗
江
な
ど
を
探
訪
し
た
。

こ
れ
ら
の
街
は
西
安
か
ら
続
く
中
国

最
南
、
揚
子
江
流
域
の
も
う
ひ
と
つ
の

西
南
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
要
衝
で
、
こ
の

先
メ
コ
ン
川
を
経
て
ミ
ヤ
ン
マ
ー
か
ら

イ
ン
ド
、
ロ
ー
マ
ヘ
と
続
く
が
、
中
国

多
民
族
文
化
の

一
端
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
、
印
象
に
残

っ
た
。

８
日
目
の
２２
日
に
は
今
回
の
も
う
ひ

と
つ
の
目
的
で
あ
る
蒼
山

（ツ
ア
ン
シ

ヤ
ン
）

へ
の
登
山
を
行

っ
た
。
こ
の
山

は
別
称
、
点
蒼
山
と
も
い
い
、
横
断
山

脈
南
端
の
主
峰
で
あ
る
。
海
抜
３
５
０

０
口
月
以
上
の
１９
座
が
そ
び
え
、
最
高
峰

は
４
１
２
２
い
川
の
馬
龍
峰
で
、

１８
の
渓

流
が
独
特
の
景
観
を
作
り
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
雨
も
多
く
、
３
５
０
０
日
月
以
上

に
は
多
く
の
高
山
植
物
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

５
時
半
に
大
理
の
宿
を
２
台
の
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
出
発
。
悪
路
な
が
ら
、
登

山
口
の
あ
る
標
高
３
２
０
０
μ川
ま
で
車

で
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
あ
り
が

た
い
。

し
か
し
、
予
期
し
な
い
車
の
ト
ラ
ブ

ル
で
予
定
の
時
間
を
大
幅
に
遅
れ
る
。

心
配
し
た
が
、
梅
里
雪
山
や
玉
龍
雪
山

で
４
５
０
０
”川
の
高
所
順
応
を
し
た
お

か
げ
で
、
高
所
に
よ
る
障
害
も
ほ
と
ん

ど
な
く
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
２１
名
中

１７
名
が
蒼
山
の
も
う
ひ
と
つ
の
主
峰
、

応
楽
峰

（４
０
２
９
肝
）
山
頂
で
の
感

激
を
味
わ

っ
た
。

ま
た
、
山
中
に
は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
や
エ

ー
デ
ル
ワ
イ
ス
、
ア
マ
ナ
、
ユ
リ
な
ど

の
仲
間
の
花
が
多
く
、
本
々
の
植
生
の

変
化
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、
来
年
の
６
月
末
頃
に
は
、
い

よ
い
よ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
核
心
部
、
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
タ
シ
ケ
ン
ト
や
サ
マ

ル
カ
ン
ド
に
入
り
、
キ
ル
ギ
ス
の
レ
ー

ニ
ン
峰
を
の
ぞ
む
パ
ミ
ー
ル
の
５
０
０

０
日川
峰
に
も
ア
タ
ッ
ク
す
べ
く
計
画
中

で
す
。
隊
に
若
干
の
余
裕
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
岐
阜
支
部
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
　

（藤
井
　
法
道
）

姉
妹
山
締
結
１０
周
年
記
念

韓
国
山
岳
会
慶
南
支
部

歓
迎
交
流
登
山

出
迎
え
組
の
９
名
は
、
秋
田
空
港
国

際
線
ビ
ル
の
屋
上
で
皆
、
空
を
見
上
げ

て
待

っ
て
い
た
。
正
午
を
過
ぎ
た
頃
、

大
韓
航
空
機
が
そ
の
機
影
を
現
し
、
静

か
に
滑
走
路
に
滑
り
込
ん
だ
。
８
月
２２

日
囚
、
申
在
鏑
支
部
長
を
は
じ
め
韓
国

山
岳
会
慶
南
支
部
Ｈ
名
の
メ
ン
バ
ー
が

９
年
振
り
に
来
秋
し
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
韓
国
岳
人
と
の
交
流
は
、

１
９
６
８
年
以
来
今
日
ま
で
脈
々
と
継
　
∞

続
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
去
る
１
９
　
Ｈ

９
１
年
秋
に
は
関
係
者
各
位
の
ご
尽
力

と
奇
し
き
ご
縁
に
よ

っ
て
、
秋
田
県
大

平
山
と
韓
国
慶
尚
南
道
の
名
峰
智
異
山

と
が
姉
妹
山
に
な

っ
た
。

本
年
は
調
印
か
ら
Ｈ
年
目
を
迎
え
、

こ
れ
を
受
け
た
智
異
山
記
念
登
山
よ
り

ち
ょ
う
ど
１０
年
目
に
あ
た
る
。
そ
し
て

１
９
９
３
年
６
月
に
は
、
慶
南
支
部

一

行
が
初
来
秋
し
、
大
平
山
と
秋
田
駒
ヶ

岳
に
登
り
、
友
好
を
深
め
た
の
で
あ

っ

た
。一

行
は
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
空
港
を
出

発
す
る
。
天
鷺
村
や
名
刹
蟷
満
寺
を
案

内
し
て
か
ら
、
元
滝
や
奈
曽
の
自
滝
を

JAC
支部だより

全国各地の支部から、独自の活動状況を
リポー トします。

応楽峰 (4029m)に 17名 で登項

秋
田
支
部

岐
早
支
部



山 690-2002・ 11・ 20(第 二種郵便物認可 )

見
て
、
鳥
海
山
麓
の
鶴
泉
荘
に
着
い
た

の
は
夕
方
の
こ
と
。
６
時
半
か
ら
夕
食

会
に
入
り
、
明
日
の
天
候
の
良
き
こ
と

を
願

っ
て
乾
杯
を
し
た
。

２３
日
０
第
２
日
日
、
朝
方
、
鳥
海
山

の
勇
姿
が
全
貌
を
現
し
て
い
る
。　
一
同
、

胸
を
躍
ら
せ
る
。
７
時
過
ぎ
、　
一
行
２１

名
、
鉾
立
登
山
口
よ
り
登
り
始
め
る
。

に
わ
か
に
天
気
が
崩
れ
始
め
、
御
浜
小

屋
に
着
い
た
こ
ろ
に
は
山
頂
も
鳥
海
山

も
ガ
ス
に
覆
わ
れ
て
し
ま
っ
て
視
界
が

な
い
。
か
と
思
う
と
突
然
ガ
ス
が
切
れ
、

日
本
海
上
の
飛
島
や
、
遠
く
大
平
山
の

シ
ル
エ
ッ
ト
、
男
鹿
半
島
ま
で
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｈ
時
半
前
、
大
物
忌
神
社
に
て
全
メ

ン
バ
ー
隊
列
を
整
え
て
新
山
山
頂
を
め

ざ
す
。
正
午
前
登
頂
を
果
た
し
た
が
、

ガ
ス
が
か
か
っ
て
視
界
は
得
ら
れ
な
か

っ
た
。
山
頂
よ
り
少
し
下

っ
た
岩
場
で

昼
食
を
と
る
。
こ
こ
で
申
支
部
長
が
帽

子
を
岩
の
割
れ
目
に
落
と
し
て
し
ま

っ

た
。　
一
旦
は
あ
き
ら
め
た
が
、
佐
々
木

支
部
長
が
苦
心
と
ね
ば
り
の
末
、
そ
の

帽
子
を
釣
り
上
げ
て
、
満
場
の
拍
手
が

起
こ
っ
た
の
は
今
回
の
友
好
登
山
の
幕

開
け
を
楽
し
く
飾

っ
た

ハ
プ

ニ
ン
グ
で

あ

っ
た
。

鉾
立
ロ
ヘ
ピ
ス
ト
ン
下
山
す
る
５
名

以
外
の
本
隊
は
予
定
通
り
、
七
高
山
を

経
て
矢
島
ロ
コ
ー
ス
を
下
り
、
鳥
海
山

縦
走
を
無
事
果
た
し
た
。
帰
路
、
法
体

の
滝
を
見
て
花
立
の
ユ
ー
ス
プ
ラ
ト
ー

に
宿
泊
す
る
。

２４
日
０
第
３
日
日
、
雨
。　
一
行
は
宿

を
発
ち
、
午
前
１０
時
前
に
は
秋
田
市
八

橋
の
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
に
チ

ェ
ッ

ク
イ
ン
す
る
。

１０
時
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
男
鹿
観
光
に
向
か
う
。

２５
日
０
第
４
日
目
、
幸
い
に
も
天
気

予
報
が
外
れ
て
く
れ
て
、
好
天
に
恵
ま

れ
た
。
天
気
が
見
方
し
て
く
れ
る
ほ
ど
、

友
好
登
山
に
と

っ
て
心
強
く
あ
り
が
た

い
こ
と
は
な
い
。

一
行
３１
名
は
８
時
過
ぎ
旭
又
口
よ
り

登
山
開
始
。
９
年
前
の
友
好
登
山
で
大

平
山
を
登

っ
た
岳
友
が
、
今
回
の
メ
ン

バ
ー
の
中
に
２
名
い
る
。
桂
在

一
氏
と

金
鎮
尚
氏
で
あ
る
。
途
中
よ
り
新
し
く

整
備
さ
れ
た
宝
蔵
岳

コ
ー
ス
に
入
り
、

弟
子
還
の
鎖
場
を
よ
じ
登
り
、
景
色
を

楽
し
み
な
が
ら
、
奥
岳
頂
上
に
全
員
登

頂
し
た
の
は
Ｈ
時
２０
分
。
記
念
撮
影
を

し
て
か
ら
山
上
の
昼
食
会
と
な
る
。
食

後
、
記
念
品
の
贈
呈
式
を
し
て
か
ら
下

山
し
始
め
た
の
は
１２
時
半
。
御
手
洗
の

泉
で
は
各
自
、
憩
い
の
ひ
と
と
き
を
持

つ
。
澄
ん
だ
冷
水
が
日
韓
の
岳
人
を
讚

え
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

１４
時
半
旭
又
口
に
下
る
。

仁
別
の
ザ

・
ブ
ー
ン
で
汗
を
流
し
、

身
も
心
も
リ
フ
レ
ツ
シ
ュ
し
て
か
ら
１８

時
半
よ
り
市
内
の
大
昌
園
に
て
交
流
会

が
始
ま
る
。
始
め
に
佐
々
本
支
部
長
、

続
い
て
申
支
部
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、

長
岩
顧
間
が
乾
杯
の
音
頭
を
と

っ
た
。

日
韓
合
わ
せ
て
４３
名
が
集
い
、
今
回
の

友
好
登
山
の
成
功
を
ス
ピ
ー
チ
や
酒
肴

や
歌
で
慶
祝
し
た
。

本
年
は
折
し
も
「日
韓
国
民
交
流
年
」

で
あ
り
、
加
え
て

「国
際
山
岳
年
」
で

あ
る
こ
と
が
、
今
回
の
交
流
に
さ
ら
な

る
無
形
の
花
を
添
え
て
く
れ
た
と
い
え

よ
う
。
宴
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

２２

時
前
に
安
藤
顧
間
の
音
頭
で
中
締
め
と

な

っ
た
。

２６
日
０
は
、
午
前
中
よ
り
秋
田
市
の

主
だ
っ
た
名
所
や
施
設
を
見
学
し
、
昼

食
を
は
さ
ん
で
午
後
も
時
を
．惜
し
む
よ

う
に
し
て
、
市
内
観
光
や
視
察
な
ど
に

費
や
さ
れ
た
。

翌
２７
日
ω
９
時
５０
分
、
岳
友

一
行
を

乗
せ
た
大
韓
航
空
機
は
大
平
山
連
峰
の

美
し
い
全
容
を
背
に
し
て
、
秋
田
空
港

の
滑
走
路
か
ら
韓
国
へ
向
け
て
、
軽
や

か
に
飛
び
去

っ
て
い
っ
た
。
機
影
が
小

さ
く
な
る
ま
で
見
送
り
組
の
１０
名
が
屋

上
デ
ッ
キ
か
ら
手
を
振

っ
て
い
た
。

（土
肥
　
貞
之
）

大平山項に日韓の岳友が集う

山行記録集のほか、紀行。随筆・歌集・句集・詩集・写真集・記念誌などを、
お望みの形や様式でつくることができます。まずは、お気軽にご相談ください。
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東

西
南

北

イラスト・宇都木慎一

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、

エ
ッ
セ
イ
、

俳
句
、
短
歌
、
詩
な
ど
を
掲
載
す
る

ペ
ー
ジ
で
す
。
ど
し
ど
し
ご
投
稿
く

だ
さ
い
。
（紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、　
一
点
に
つ
き

一
〇
〇
〇
字
程

度
で
お
願
い
し
ま
す
）

日
本
山
岳
会
の
未
来
に
つ
い
て

松
本
　
龍
雄

『山
』
９
月
号
巻
頭
の
江
本
嘉
伸
氏
の

日
本
山
岳
会
は
現
在
な
に
を
め
ざ
す
の

か
、
を
読
ん
で
、
登
山
と
は
な
に
か
、

少
な
く
と
も
私
に
と
っ
て
登
山
と
は
、

を
再
考
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「若
者
の
姿
が
少
な
く
、
パ
イ
オ
ニ
ア

精
神
と
は
ほ
ど
遠
い
高
齢
者
集
団
と
し

て
の
日
本
山
岳
会
が
め
ざ
す
何
か
を
深

く
議
論
す
べ
き
」
と
は
い
っ
た
い
何
を

問
い
か
け
て
く
れ
た
だ
ろ
う
か
と
。

パ
イ
オ
ニ
ア

・
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
必
要

と
す
る
登
山
は
６
千
人
も
の
会
員
を
擁

す
る
日
本
山
岳
会
員
の
す
べ
て
の
合
意

に
基
づ
く
登
山
と
は
言
い
難
い
し
、
死

し
て
死
を
畏
れ
ず
の
パ
イ
オ
ニ
ア

・
ス

ピ
リ
ッ
ト
の
世
界
は
あ
く
ま
で
個
人
の

も
の
で
し
か
あ
り
え
ま
せ
ん
。

若
者
が
い
よ
う
と
い
ま
い
と
、
未
知

未
踏
の
世
界
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、

私
た
ち
を
登
山
に
か
り
た
て
る
何
か
が

あ
る
か
ざ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
登

山
は
す
べ
て
の
世
代
に
共
通
の
遊
び
と

し
て
健
在
で
す
。

し
か
し
登
山
な
し
に
は
、
日
本
山
岳

会
、
い
や
す
べ
て
の
山
岳
会
は
存
在
の

価
値
を
失
い
ま
す
。
登
山
と
は
あ
く
ま

で
個
人
の
遊
び
で
す
が
、
日
本
山
岳
会

は
む
し
ろ
国
内
の
各
支
部
を
よ
り
活
用

し
、
個
人
会
員
の
交
流
の
便
宜
を
は
か

り
、
登
山
を
よ
り
楽
し
く
豊
か
に
す
る

こ
と
で
確
実
に
未
来
の
百
年
を
築
く
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

私
は
１
９
９
９
年
９
月
２
日
谷
川
岳

オ
ジ
ガ
沢
で
墜
落
瀕
死
の
重
傷
を
、
地

元
の
群
馬
県
の
人
々
の
支
え
で
救
出
し

て
い
た
だ
き
、

７０
歳
を
超
え
て
し
ま

っ

た
い
ま
も
、気
力
体
力
の
恢
復
の
た
め
、

ジ
ム
通
い
も
か
か
さ
ず
、
登
攀
訓
練
も

し
な
が
ら
再
び
日
本
屈
指
の
谷
川
岳

一

ノ
倉
沢
を
め
ざ
す
現
役
を
こ
こ
ろ
が
け

て
い
ま
す
。

シ
エ
ア
ふ
た
り
で

ム
ス
タ
ー
グ

・
ア
タ
登
頂

南
丼
　
英
弘

６
年
前
の
５
６
０
０
日川
峰
か
ら
毎
年

ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
・
カ
ラ
コ
ル
ム
に
通

っ
て
い
た
。
こ
の
夏
は
ひ
た
す
ら
歩
け

ば
登
頂
可
能
な
７
千
口川
峰
と
の
こ
と
で

ム
ス
タ
ー
グ

ｏ
ア
タ
に
出
か
け
た
。
キ

ャ
ラ
バ
ン
の
起
点
と
な
る
ス
バ
シ
で
４

泊
、
休
養
と
２
回
の
高
度
順
応
山
行
の

後
、
ラ
ク
ダ
に
荷
を
托
し
Ｂ
Ｃ

（４
３

０
０
肝
）
入
り
。
キ
ヤ
ン
プ
を
伸
ば
す

ご
と
に
Ｂ
Ｃ
で
休
養
を
取
り
、
典
型
的

な
極
地
法
で
Ｃ
３
を
設
け
ア
タ
ッ
ク
態

勢
を
作
り
上
げ
た
。

Ｂ
Ｃ
で
３
日
間
の
体
養
後
Ｃ
ｌ

（５

３
０
０
肝
）
、
Ｃ
２

（６
０
０
０
厨
）

そ
し
て
Ｃ
３

（６
７
０
０
肝
）
で
そ
れ

ぞ
れ
１
泊
、
７
月
２６
日
６
時
１５
分
Ｃ
３

か
ら
頂
上
に
向
か
っ
た
。
幻
の
頂
上
に

惑
わ
さ
れ
な
が
ら
も
ひ
た
す
ら
歩
き
、

や
が
て
大
き
な
岩
塊
が
３
カ
所
に
現
れ

１４
時
３０
分
に
仲
間
と

ハ
イ
ポ
ー
タ
１
２

人
と
共
に
７
５
４
６
口
川
の
頂
上
に
立

つ

こ
と
が
で
き
た
。

頂
上
付
近
は
薄
い
ガ
ス
が
流
れ
、
時

折
上
空
が
ぽ

っ
か
り
と
青
空
に
な
る
が
、

残
念
な
が
ら

コ
ン
グ
ー
ル
な
ど
遠
望
を

楽
し
む
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
記
念

写
真
を
撮
り
、
腹
ご
し
ら
え
を
し
て
３０

分
後
に
下
山
の
途
に
つ
き
１９
時
３０
分
に

Ｃ
３
に
帰
還
し
た
。

１３
時
間
余
の
長
い

行
動
だ

っ
た
。
指
に
軽
い
凍
傷
を
負

っ

て
い
た
の
で
翌
日
は

一
気
に
Ｂ
Ｃ
ま
で

下
山
し
、
２
日
間
の
休
養
後
Ｂ
Ｃ
を
撤

収
し
た
。

頂
上
近
く
の
高
所
で
も
立
ち
止

っ
て
　
別

深
呼
吸
す
る
よ
う
な
苦
し
い
思
い
を
せ
　
Ｈ

ず
に
登
頂
で
き
た
の
は
、
次
の
よ
う
な

こ
と
に
重
点
を
お
い
て
計
画
的
に
行
動

し
た
の
が
良
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま

ず
高
度
順
応
に
十
分
に
時
間
を
割
い
た
。

そ
し
て
登
高
時
に
は
口
す
ぼ
め
呼
吸
に

徹
し
、
し
か
も
で
き
る
だ
け
ス
ロ
ー
ペ

ー
ス
で
登
り
続
け
た
こ
と
、
ダ
ブ
ル
ス

ト
ッ
ク
の
フ
ル
活
用
、
常
に
水
分
補
給

に
努
め
、
上
部
で
は
シ
ャ
リ
ば
て
防
止

用
に
ゼ
リ
ー
状
の
カ
ロ
リ
ー
食
な
ど
を

採
り
入
れ
た
。

登
頂
時
、
小
生
は
６６
歳
１０
ヵ
月
、
同

行
の
池
谷
健
会
員
は
６４
歳
９
ヵ
月
。
公

募
登
山
隊
が
ま
か
り
通
る
な
か
で
、
こ
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の
よ
う
に
旧
態
依
然
と
し
た
手
作
り
の

山
行
を
楽
し
ん
だ
。
こ
の
山
は
５
５
０

０
”
川
か
ら
５
６
０
０
Ｍ
川
の
間
に
大
き
い

ク
レ
バ
ス
帯
が
あ
る
が
、
高
度
の
登
攣

技
術
は
不
要
で
あ
る
。
中
高
年
の
人
た

ち
で
も
氷
河
上
の
登
降
を
楽
し
み
、
７

千
μ川
を
実
感
す
る
に
は
手
頃
だ
と
思
う
。

ち
な
み
に
我
々
は

ハ
イ
ポ
ー
タ
１
２

人
と
同
行
す
る
た
め
に
パ
キ
ス
タ
ン
か

ら
中
国
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
入
り
し

た
が
、
北
京
経
由
で
国
内
線
を
利
用
し
、

カ
シ
ュ
ガ
ル
か
ら
車
を
使
え
ば
そ
の
日

の
う
ち
に
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
起
点
ス
バ
シ

に
着
く
こ
と
が
出
来
る
。

パ
ミ
ー
ル
高
原
、
昆
命
の
山
も
近
く

な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

日
・
中
友
好
チ
ョ
ー
・
オ
ユ
ー

女
子
含
同
登
山
隊
登
頂
祝
賀
会

長
尾
　
悌
夫

１０
月
Ｈ
日
午
後
、
快
晴
の
ラ
サ

・
ポ

タ
ラ
宮
広
場
、
中
日
友
好
合
同
女
子
登

山
隊
歓
迎
の
大
き
な
横
断
幕
が
張
ら
れ
、

多
数
の
民
衆
が
囲
む
祝
賀
式
典
会
場
に

登
山
隊
員
が
Ｂ
Ｃ
か
ら
バ
ス
で
到
着
す

る
と
、
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
体
育
局
長
姫

嘉
女
史
の
挨
拶
で
式
典
は
始
ま
っ
た
。

私
と
日
本
テ
レ
ビ
河
西
国
際
部
長
を
含

む
来
賓
た
ち
が
順
次
紹
介
さ
れ
、
隊
員

た
ち
に
は
歓
迎
の
カ
タ
が
か
け
ら
れ
た
。

チ
ベ
ッ
ト
の
女
性
た
ち
の
創
作
ダ
ン
ス

や
ヤ
ク
の
ぬ
い
ぐ
る
み
の
舞
な
ど
が
披

露
さ
れ
、
中
国
の
テ
レ
ビ
局
に
よ
る
取

材
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
た
。

夕
刻
か
ら
は
明
珠
花
園
酒
店
で
祝
賀

の
宴
が
開
か
れ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区

体
育
局
局
長
助
理
の
張
江
援
氏
の
司
会

で
、
は
じ
め
に
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
人
民

代
表
大
会
常
務
委
員
会
熱
地
主
任
の
挨

拶
、
次
に
ス
ポ
ン
サ
ー
の
華
北
製
薬
王

永
維
氏
、
橋
本
し
を
り
隊
長
、
桂
桑
隊

長
の
挨
拶
と
続
き
、
来
賓
た
ち
の
紹
介

の
後
、
乾
杯
、
そ
し
て
熱
地
主
任
か
ら

各
隊
員
に
登
頂
認
定
証
が
手
渡
さ
れ
た
。

乾
杯
の
応
酬
が
続
き
、
日
中
隊
員
が
そ

れ
ぞ
れ
自
慢
の
歌
を
披
露
し
た
り
、
チ

ベ
ッ
ト
の
民
族
舞
踊
な
ど
が
演
じ
ら
れ
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
宴
は
進
行
しポタラ宮をバックに日中の隊員と来賓が集合

た
。
初
め
て
の
日
中
女
子
合
同
登
山
隊

が
登
頂
と
い
う
成
果
を
あ
げ
た
こ
と
を

チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
の
女
性
幹
部
た
ち
は

大
変
に
喜
ん
で
お
り
、
ぜ
ひ
ま
た
女
子

の
合
同
登
山
を
と
意
欲
的
で
あ

っ
た
。

熱
地
主
任
は
来
る
北
京
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク

の
正
式
種
目
に
登
山
を
入
れ
る
よ
う
北

京
政
府
に
働
き
か
け
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ

っ
た
。

１０
年
前
の
ナ
ム
チ
ャ

ｏ
バ
ル
ワ
峰
合

同
登
山
の
時
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ

っ

た
ロ
ー
ザ
ン
ダ
ワ
、
高
氏
ら
は
す
で
に

引
退
し
て
い
た
が
、
元
気
な
姿
を
見
せ
、

再
会
を
喜
び
歓
談
し
た
。

グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
村
・安
曇
村

姉
妹
都
市
提
携
３０
周
年

記
念
祝
賀
会
開
か
れ
る藤

本
　
慶
光

去
る
９
月
３０
日
１８
時
よ
り
長
野
県
安

曇
村
乗
鞍
観
光
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
、

ス
イ
ス
国
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
村
と
長

野
県
安
曇
村
と
の
姉
妹
都
市
提
携
３０
周

年
記
念
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。
ス
イ

ス
か
ら
ボ
ー
レ
ン
村
長
や
ル
ツ
ケ
ン
観

光
局
長
ら

一
行
２９
名
が
来
日
し
、
出
席

者
総
勢
３
０
０
人
余
で
お
お
い
に
に
ぎ

わ

っ
た
。

こ
の
提
携
は
、

３０
年
前
に
当
時
日
本

交
通
公
社
の
専
務
で
あ

っ
た
兼
松
学
氏

（東
大
山
の
会
会
員
）
の
紹
介
で
当
時

の
福
島
清
毅
村
長
が
積
極
的
に
推
進
し

て
実
現
し
た
も
の
。
提
携
当
時
、
グ
リ

ン
デ
ル
ワ
ル
ト
村
か
ら
福
島
氏
と
兼
松

氏
に
ベ
ン
ト
の
ピ
ッ
ケ
ル
が
贈
ら
れ
た

が
、
兼
松
氏
は
こ
の
ピ
ッ
ケ
ル
を
東
大

山
の
会
に
寄
贈
し
た
。
東
大
山
の
会
で

は
安
曇
村
役
場
に
飾
る
の
が
ふ
さ
わ
し

い
と
考
え
、
祝
賀
会
当
日
、
兼
松
氏
か

ら
安
曇
村
の
有
馬
村
長
に
預
け
ら
れ
た
。

安
曇
村
役
場
で
は
、
福
島
氏
に
贈
ら
れ

た
ピ
ッ
ケ
ル
と
と
も
に
両
村
の
提
携
を

記
念
し
て
飾
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

ネバール・ヒマラヤ
トレッキング10日間

①成田発着②名古屋発着/成都経由カトマンズヘ。

●機窓からの大パノラマをお楽しみください。

印月″rЪグ」7.多
=ど
賀』1属書″

国土交通大臣登録旅行業第490号/m日本旅行業協会正会員 ○ 寅⊃ド薇饉書員

〒105‐ 0003東 京都港区西新橋1‐ 12‐ 1西新橋1森ビル2F颯■03‐3503-1911
大阪富06‐6444‐ 3033 名古屋●052‐ 581¨ 3211 福岡8092¨ 715■ 557

①12/20発 ②12/27発
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日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟

・
編

『ど
う
す
る
山
の
ト
イ
レ

・
ゴ
ミ
』

信
濃
毎
日
新
聞
社

・
編

『北
ア
ル
プ
ス
ト
イ
レ
事
情
』

こ
の
夏
、
相
次
い
で
山
の
ト
イ
ン
の

本
が
出
版
さ
れ
た
。
山
の
環
境
を
考
え

る
う
え
で
、
し
尿
の
問
題
が
待

っ
た
な

し
の
状
態
で
あ
る
こ
と
の
現
れ
で
あ
ろ

う
。『ど

う
す
る
山
の
ト
イ
ン
・
ゴ
ミ
』
は
、

早
池
峰
山
頂
ト
イ
ン
の
し
尿
か
つ
ぎ
お

ろ
し
活
動
の
報
告
や
携
帯
ト
イ
ン
の
詳

し
い
紹
介
な
ど
、
登
山
者
の
側
か
ら
の

試
み
を
は
じ
め
と
し
て
、
環
境
配
慮
型

ト
イ
ン

（
エ
コ
ト
イ
ン
）
の
研
究

・
実

用
化
や
海
外
の
山
の
ト
イ
ン
事
情
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
論
じ
て
い
る
。

エ
コ
ト
イ
ン
の
電
源
確
保
の
項
で
は
、

当
会
の
ミ
ニ
水
力
発
電

（上
高
地

・
山

研
）
も
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
山
小
屋
の
ト
イ
ン
の
現
状
と
、

新
し
い
取
り
組
み
や
行
政
と
の
問
題
点

を
中
心
に
取
材
し
た
の
が

『北
ア
ル
プ

ス
ト
イ

ン
事
情
』
。
信
濃
毎
日
新
聞
の

連
載
記
事
に
補
筆
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

記
者
は
北
ア
ル
プ
ス
の
山
小
屋
に
何
度

も
足
を
運
び
、
山
小
屋
が
試
行
錯
誤
し

な
が
ら

「し
尿
と
戦
う
姿
」
を
描
く
。

担
当
記
者
み
ず
か
ら
携
帯
ト
イ
ン
を
使

い
、
持
ち
帰
り
に
挑
戦
す
る
姿
は
涙
ぐ

ま
し
い
。

両
著
に
は
内
容
的
に
重
複
し
て
い
る

部
分
も
多
い
が
、併
せ
て
読
む
こ
と
で
、

山
の
し
尿
問
題
の
現
状
を
多
面
的
に
と

ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

山
の
し
尿
の
問
題
は

「臭
い
も
の
に

は
蓋
」
で
は
な
い
が
、
つ
い
見
な
い
ふ

り
を
し
て
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
問
題
で

あ
る
。

し
か
し
、
た
と
え
ば
こ
れ
ま
で
チ
ッ

プ
を
払

っ
て
い
な
け
れ
ば
、
チ
ッ
プ
を

払
う

（ま
ず
１
合
目
）
。
次

に
ト
イ

ン

ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
を

「分
別
し
」

（３
合

目
）
、
そ
の
ペ
ー
パ
ー
を
「持
ち
帰
る
」

（５
合
目
）
。
そ
し
て
、
で
き
れ
ば

「携

帯
ト
イ

ン
」
を
使

っ
て
み
よ
う

（い
よ

い
よ
頂
上
か
？
）
。

正
直
な
と
こ
ろ
頂
上
ま
で
た
ど
り
着

け
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
登
山
者

一

人
ひ
と
り
が
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

た
い
も
の
だ
。
　

　

（三
好
　
ま
き
子
）

『ど
う
す
る
山
の
ト
イ
ン

。
ゴ
ミ
』

２
０
０
２
年
６
月
　
大
月
書
店
発
行

１
８
３
ペ
ー
ジ
　
ー
８
０
０
円

『北
ア
ル
プ
ス
ト
イ
ン
事
情
』

２
０
０
２
年
７
月
　
み
す
ず
書
房
発

行
　
１
６
６
ペ
ー
ジ
　
ー
８
０
０
円

大
石
惇

・
編

『日
本
山
岳
会
静
岡
支
部
報
』

静
岡
山
岳
創
刊
準
備
号

・

静
岡
支
部
通
信

（１
～
５０
号
）

会
報

『日
本
山
岳
会
静
岡
支
部
通

信
』
第
５０
号
発
刊
を
機
会
に

『静
岡
山

岳
創
刊
準
備
号
』
と
併
せ
合
本
さ
れ
た
。

００
年
Ｈ
月
に
行
わ
れ
た
支
部
創
立
５０
周

年
記
念
式
典
出
席
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
大
塚
会
長

か
ら

「会
報
の
合
本
を
作

っ
た
ら
」
と

図書 紹 介

イラスト 蜂谷益雄

図書紹介文の寄稿に関するお願い

本誌の「図書紹介」は、日本

山岳会に寄贈された新着の発行

物の中から資料価値、公共性、

あるいは一般会員の目にふれに

くいもの等の基準にもとづいて、

図書委員会が選んだものについ

ての紹介文を主な柱としていま

す。限られた紙面になるべく多

くのものを紹介したいとの思い

から、 1点 につき30な いし40行

ほどに収めるようにつとめてい

ます。

他方、図書委員会の選を経ず

に会員から自発的に新刊書の紹

介文が会報編集者に直接送られ

ることがしばしばあります。本

欄の活性化にとつてこの種の寄

稿が喜ばしいことは言うまでも

ありません。

しかし、完成された原稿が前

触れなく送られるため、図書委

員会が準備している紹介文と重

なる事態が生じています。その

ようなことを事前に回避するた

めに、あらかじめ紹介文ご執筆

の意志を図書委員会あてにお知

らせくださいますようにお願い

申し上げます。

他の書物との公平な扱いを期

するために行数の制約にもご配

慮くださるよう併せてお願い申

し上げます。

図書委員会
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話
が
あ
り
、
定
例
会
で
合
意
さ
れ
た
。

な
お
５０
周
年
記
念
誌

『不
蓋
』
が
新
世

紀
へ
の
橋
渡
し
役
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

Ｊ
Ａ
Ｃ
創
立
８０
周
年
に
あ
た
る
年
、

支
部
記
念
事
業

「山
岳
文
化
講
座
」
開

設
を
機
に
支
部
会
報
発
行
の
要
望
が
高

ま
り
、
「支
部
通
信
」
の
名
で
８６
年
３

月
、
第
１
号
が
西
郷
編
集
長
の
も
と
発

行
さ
れ
、
以
来
３７
号

（９５
年
４
月
）
ま

で
担
当
。
「編
集
方
針
と
紙
面
様
式
は

本
部
の
月
報

『山
』
を
支
部
の
事
情
に

合
わ
せ
た
も
の
で
、
情
報
誌
と
し
て
の

役
目
を
担
う
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
述
べ

て
い
る
。
大
石
支
部
長
は

「役
割
は
大

き
い
。
山
に
関
す
る
も
の
な
ら
ば
何
で

も
載
せ
て
、
明
る
く
楽
し
く
気
楽
な
会

員
の

″談
話
室
″
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
言
う
。

年
２
回
活
字
印
刷
、

３８
号

（９５
年
１０

月
）
か
ら
５０
号

（０１
年
１０
月
）
ま
で
は

有
元
編
集
長
が
担
当
。

５１
号
よ
り
題
名

が

『不
蓋
』
、
大
島
編
集
長
と
新
世
紀

に
向
け
新
た
な
出
発
と
な
る
。
来
年
は

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
が
初
登
頂
さ
れ
て
５０
周

年
、
合
本
が
良
き
遺
産
と
し
て
引
き
継

が
れ
、
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
今

後
の
発
展
に
夢
を
託
し
た
い
。

（三
沢
　
一
三
）

２
０
０
２
年
４
月
　
日
本
山
岳
会
静

岡
支
部
発
行
　
４
０
８
ペ
ー
ジ
　
２

０
０
０
円
　
購
入
希
望
者
は
大
石
惇

ま
で
（Ⅲ
０
５
４
１
２
８
２
ｉ
３
６

５
６
）
。

「
０
計ｏ
「
一く
〓
０
「０
匡
・
婁
「

『Ｕ
一ｍ
口
ｍ
⊂
司
０
０
〓
ｍ
工
一〓
＞
Ｆ
＞
Ｌ
‐

＞
‐∽
引
一「
司
⊂
Ｚ
Ｏ
一〓
「０
０
０
０
０
〓
０
‐

コ
計Ｏ
Ｃ
コ
Ｑ
一コ
「Ｏ
ｍ
Ｘ
●
Ｏ
Ｑ
一計
一０
コ
０
コ
』

１
９
３
６
年
に
設
立
さ
れ
、
１
９
９

８
年
に
解
散
し
た
ド
イ
ツ

・
ヒ
マ
ラ
ヤ

基
金

（Ｄ
Ｈ
Ｓ
）
の
歴
史
と
遠
征
の
記

録
。
ド
イ
ツ
山
岳
会

（Ｄ
Ａ
Ｖ
）
の
叢

童
日
『∪
Ｏ
π
⊂
ヨ
①
コ
計①
Ｑ
①
∽
＞
一υ
一ユ
∽
ヨ
‐

Ｃ
∽
』
の
第
２
巻
と
し
て
１
９
９
９
年

に
刊
行
さ
れ
た
。

Ｄ
Ｈ
Ｓ
設
立
の
事
情
、
１
９
３
６
～

１
９
３
９
年
の
ナ
チ
ス
政
権
下
で
の
ナ

ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト
を
主
要
標
的
と
し
た

遠
征
計
画
と
実
践
、
１
９
４
５
年
以
後

の
再
開
の
困
難
、
非
ナ
チ
化
さ
れ
た
新

Ｄ
Ａ
Ｖ
と
の
関
係
、
Ｋ

ｏ
Ｍ

ｏ
ヘ
ル
リ

ヒ
コ
ッ
フ
ァ
ー
が
立
ち
上
げ
た
類
似
組

織
と
の
対
立
、
変
貌
し
た
登
山
状
況
下

で
の
終
焉
を
、
Ｄ
Ａ
Ｖ
が
保
管
す
る
膨

大
な
文
書
と
、
非
常
に
興
味
深
い
写
真

を
駆
使
し
て
跡
付
け
て
い
る
。

そ
こ
に
貫
通
し
て
い
る
の
は
Ｄ
Ｈ
Ｓ

を

一
身
に
体
現
し
た
パ
ウ
ル

・
バ
ウ
ア

ー
の
強
烈
な
人
格
と
思
想
で
あ
る
。
そ

れ
は
必
然
的
に
本
書
の
主
題
を
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
と
ヒ
ト
ラ
ー
国
家
と
の
絡
み
合

い
に
向
か
わ
せ
る
。
著
者
は
記
録
を
淡

た
ん
と
提
示
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
が
、

歴
史
の
暗
部
を
照
射
す
る
こ
と
に
従
来

の
よ
う
な
躊
躇
は
も
は
や
な
い
。

こ
こ
１０
年
ほ
ど
、
ド
イ
ツ
の
山
岳
界

で
は
旧
独
襖
山
岳
会
の
ナ
チ
ス
責
任
が

登
山
史
の
不
可
避
の
テ
ー

マ
と
し
て
論

じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
問
題
に
衝
撃
的
な

一
石
を
投
じ

た

刀
・
＞
ヨ
∽
ご
針
の
「
の
大
冊

『∪
①
「

≧

■
ユ
∽
ヨ
Ｌ
∽．』

（１
９
９
６
年
）
は

残
念
な
が
ら
本
会
の
図
書
室
に
な
い
が
、

同
書
に
激
し
く
反
撥
し
つ
つ
も
過
去
の

ナ
チ
ス
責
任
を
真
摯
に
究
明
し
た
Ｄ
Ａ

Ｖ
の
文
化
担
当
委
員

〓
。
Ｎ
①
σ

，
”
⊂
∽
①
「

の
『＞
一Ｕ
一コ
一∽
ヨ
Ｃ
∽
一ヨ

エ
一Ｌ
の
「
∽
一”
”
計』

（１
９
９
８
年
）
は
Ｄ
Ａ
Ｖ
の
年
会
報

『Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｇ

９８
』
に
主
要
部
分
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

図
書
室
で
読
め
ま
す
。
（平
井
　
吉
夫
）

１
９
９
４
年
　
”
①
品
く
の
「一”
∞
刀
〇
多
‥

①
「
発
行
　
２
４
８
ペ
ー
ジ

◆

『き
り
ぎ
り
す
』
が
会
報
賞
に

青
年
部
の
会
報
『き
り
ぎ
り
す
』
（年

４
回
発
行
）
が
雑
誌

『岳
人
』
の
２
０

０
２
年
度
会
報
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

『き
り
ぎ
り
す
』
の
内
容
に
つ
い
て
は

次
号
で
紹
介
し
ま
す
。

「山の本」秋の新刊発売 !!

L三二二重璽亜皿墨三二三」
大阪府山岳連盟 編 四六判 290頁  :本体 1,900円
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尾野益大1 著 四六判 300頁 本体 1,900円
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疵

塚

録

９
月
理
事
会

日
時
　
９
月
Ｈ
日
ω
ｌ８
時
３０
分
～
２０
時

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］
大
塚
会
長
、
長
尾
、
村
井
、

芳
賀
各
副
会
長
、
西
村
、
坂
井
、
今
村
、

高
原
、
朴
元
、
黒
川
、
鈴
木
、
河
西
、

大
野
、
中
村
、
宮
下
、
鳥
居
、
小
川
各

理
事
、
古
市
、
内
田
各
監
事
、
平
林
、

宮
崎
、
鯵
坂
各
常
任
評
議
員

［委
任
］
藤
本
、
松
原
、
高
遠
各
理
事
、

宇
田
川
常
任
評
議
員

【審
議
事
項
】

１
　
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
準
備

委
員
会
の
発
足
に
つ
い
て
　
　
　
西
村

平
成
１４
年
１
月
度
理
事
会
に
お
い
て

決
定
し
た
、
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
そ
の
準
備
の
た
め

の
準
備
委
員
会
を
下
記
に
よ
り
発
足
さ

せ
る
。
来
年
５
月
の
総
会
後
発
足
予
定

の
事
業
委
員
会
に
先
立

っ
て
、　
一
部
、

「記
念
登
山
」
「募
金
」
等
準
備
を
行
う
。

①
メ
ン
バ
ー

（委
員
長
）
大
塚
会
長
、
（委
員
）
長
尾
、

村
井
、
芳
賀
各
副
会
長
、
西
村
、
坂
井
、

今
村
各
常
務
理
事
、
藤
本
、
高
原
各
理

事
、
平
林
、
鯵
坂
各
常
任
評
議
員

②
設
置
期
間

平
成
１４
年
９
月
Ｈ
日
よ
り
平
成
１５
年

５
月
ま
で

③
進
め
方

必
要
に
応
じ
、
理
事
会
へ
付
議

（審

議
）
ま
た
は
報
告
す
る
。
　

　

（承
認
）

２
　
規
定
類
管
理
規
定
別
添
資
料
あ
り

の
制
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
高
原

（主
旨
）
当
会
の
決
め
事

（規
定
類
と

い
う
）
に
つ
き
、
そ
の
運
用
、
管
理
等

の
定
め
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
当
会
の

合
理
的
な
運
営
を
図
る

（主
な
内
容
）
規
定
類
の
体
系
、
名
称
、

適
用
範
囲
、
審
議

ｏ
議
決
機
関
等
を
定

め
る（実

施
）
平
成
１４
年
９
月
Ｈ
日

（承
認
）

３

「海
外
登
山
基
金
運
営
規
定
」
（別
添

資
料
あ
り
）
の
改
正
に
つ
い
て
　

坂
井

規
定
名
お
よ
び
内
容
に
つ
い
て

一
部

指
摘
が
あ
り
次
期
理
事
会
に
再
提
案
す

る
こ
と
と
し
た
。
　
　
　
　
（再
提
案
）

【報
告
事
項
】

１
　
報
告
会

・
壮
行
会
の
開
催
に
つ
い

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村

７
月
２２
日
、
東
京
新
宿
中
村
屋
に
お

い
て
、
日
印
合
同
東
カ
ラ
コ
ル
ム
踏

査

・
パ
ド

マ
ナ
ブ
峰
登
頂
報
告
会
と

日

・
中
友
好
チ
ョ
ー

・
オ
ユ
ー
女
子
合

同
登
山
隊
壮
行
会
の
合
同
パ
ー
テ
イ
ー

が
、
大
塚
会
長
、
両
隊
の
坂
井
、
橋
本

両
隊
長
を
は
じ
め
８０
数
名
が
出
席
し
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

２
　
日

・
中
友
好
チ
ョ
ー

・
オ
ユ
ー
女

子
合
同
登
山
隊
に
つ
い
て
　
　
　
西
村

８
月
６
日
出
発
し
、
ネ
パ
ー
ル

ニ
フ

ン
タ
ン
谷
で
高
所
順
応
を
行
い
、
ラ
サ

に
入
り
、
Ｂ
Ｃ
設
営
後
、
現
在
高
所
に

キ
ヤ
ン
プ
を
延
ば
し
て
い
る
。
登
頂
予

定
は
９
月
２６
日
頃
。
状
況
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に

（た
だ
し
現
在
ト
ラ
ブ
ル
発
生

中
）。
支
援
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
隊
３
名
は
、

９
月
１７
日
出
発
予
定
。

３
　
国
際
山
岳
年
記
念
　
特
別
講
演
会

の
実
施
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
西
村

９
月
１８
日
ω
ｌ８
時
３０
分
よ
り
東
京
都

体
育
館
に
お
い
て
標
記
講
演
会

「チ
ベ

ッ
ト
の
ア
ル
プ
ス
ヘ
ー
中
国
最
後
の
辺

境

・
未
踏
の
念
青
唐
古
拉
山
脈
東
部
を

探
る
―
」
を
、
３
回
の
踏
査
を
し
た
中

村
保
氏
を
講
師
に
実
施
す
る
。
な
お
、

海
外
、
高
所
登
山
、
青
年
部
、
学
生
部

指
導
委
員
会
の
共
催
と
す
る
。

４
　
資
料
等
使
用
、
名
義
後
援
等
願
い

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村

以
下
の
依
頼
に
対
し
て
許
可
し
た
。

①
∽
平
凡
社
よ
り
、
別
冊
太
陽

『山
旅

の
宿
』
（平
成
１４
年
７
月
３０
日
発
行
）
に

掲
載
す
る
、
大
木
操
氏
撮
影
の
上
高
地

の
写
真
２
点
。

②
∽
ネ
ク
サ
ス
よ
り
紀
行
テ
レ
ビ
番
組

「道
浪
漫
」
（毎
日
放
送
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
８
月

１８
日
放
映
）
で
使
用
す
る
、
ウ

ェ
ス
ト

ン
夫
妻
の
上
高
地
で
の
写
真
。

Ｏ
）】疑
一≧
歳
κ∽
【
葱
０
０
バ
”
∽

『
〇
刀
⊂
〓

（代
表
　
福
田
耕
三
）
よ
り
、
文
部
科

学
省

「子
供
と
話
そ
う
」
全
国
キ
ヤ
ン

ペ
ー
ン
協
賛
事
業

「岩
橋
崇
至
　
山
の

世
界
」
写
真
展

（Ｈ
月
２０
日
よ
り
２６
日

ま
で
熊
本
市
で
開
催
）
へ
の
名
義
後
援
。

④
東
京
都
山
岳
連
盟
よ
り
、
第
１０
回
日

本
山
岳
耐
久
レ
ー
ス

（１０
月
１３
日
、

１４

日
東
京
奥
多
摩
に
て
開
催
）
へ
の
名
義

後
援
。

⑤
神
奈
川
大
学
体
育
会
山
岳
部

・
学
士

山
岳
会
よ
り
、
「ド
リ
ー
ム
２１
」
セ
ブ

資料の受け入ね

次の資料を寄贈いただき、資料委員会 とし

て受け入れました。

品 名 絵画「世界の名峰 36峰ペン画集」

寄贈者 牧 潤一 (会員番号8880)

受入日 平成 14年 9月 20日

資料委員会  鈴木 敬吾
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ン
サ
ミ
ッ
ツ
計
画
実
行
委
員
会

（２
０

０
２
～
２
０
０
８
毎
年
１
隊
派
遣
）
ヘ

の
名
義
後
援

５
　
各
委
員
会
報
告

①
総
務
委
員
会
　
　
　
　
西
村

・
高
原

●
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
イ
ー
を
９
月
４
日
Ｑ

ｌ９
時
よ
り
当
会
ル
ー
ム
で
開
催
。

７７
名

の
参
加
が
あ
り
大
盛
況
だ
っ
た
。
来
年

も
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
に
計
画
し
た
い
。

●
１０
月
１９
日
０
１４
時
よ
り
当
会
に
お
い

て
新
入
会
員

（２
０
０
１
年
９
月
～
２

０
０
２
年
８
月
入
会
者
）
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
開
催
す
る
。
連
絡
事
項
等

は
事
前
に
連
絡
し
て
も
ら
い
た
い
。

②
財
務
委
員
会
　
　
　
　
村
井
副
会
長

●
８
月
２１
日
、
高
瀬
さ
ん
よ
り
新
任
の

横
内
さ
ん
へ
の
引
継
ぎ
を
行

っ
た
。

●
８
月
末
ま
で
の
会
計
報
告
が
あ

っ
た
。

●
経
理
担
当
事
務
局
員
に
決
ま

っ
た
横

内
宏
美
さ
ん
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

③
会
報
編
集
委
員
会
　
　
　
　
　
今
村

９
月
号
巻
頭
は
、
江
本
嘉
伸
さ
ん
の

「ふ
た
つ
の
２６
歳

（Ｊ
Ａ
Ｃ
の
成
立
と

１
０
０
年
後
の
現
在
を
考
え
る
）」
。

④
自
然
保
護
委
員
会
　
　
　
　
　
河
西

●
０
国
土
緑
化
推
進
機
構
よ
り
、
今
年

度
高
尾
の
森
支
援
金
２
０
０
万
円
の
交

付
が
決
定
し
た
。

●
「山
の
ト
イ
ン

・
マ
ナ
ー
ノ
ー
ト
」

（７
月
刊
行
）
が
好
評
。
九
州
の
小
中

校
や
、
登
山
用
具
店
で
の
配
布
依
頼
が

き
て
い
る
。

⑤
医
療
委
員
会
　
　
　
　
　
　
大
野

講
演
会

「登
山
と
低
体
温
―
モ
ン
ブ

ラ
ン
か
ら
の
生
還
―
」
（講
師
　
北
大

Ｏ
Ｂ
で
苫
小
牧
東
病
院
副
院
長
船
木
上

総
氏
）
を
平
成
１４
年
Ｈ
月
９
日
０
１６
時

よ
り
１７
時
ま
で
、
杏
林
大
学
基
礎
医
学

研
究
棟
に
お
い
て
開
催
予
定
。

⑥
海
外
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
中
村

●
前
Ａ
Ａ
Ｊ
編
集
長
ベ
ッ
ク
ウ
イ
ズ
氏

が
山
岳
雑
誌

「≧
■
ユ
∽
Ｌ

を
刊
行
し

た
と
、
回
覧
が
あ

っ
た
。

●
英
国

「ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
」
の
年

会
費
の
紹
介
が
あ

っ
た
。

２９
歳
以
下
、

６５
歳
以
上
は
安
く
、
ロ
ン
ド
ン
近
郊
４０

マ
イ
ル
以
内
在
住
の
人
は
高
い
。

⑦
山
研
運
営
委
員
会
　
　
　
　
　
小
川

●
今
年
度
４
月
よ
り
７
月
ま
で
の
月
別

利
用
状
況
報
告
が
あ

っ
た
。
利
用
者
累

計
３
０
４
名

（昨
年
２
７
９
名
）
。

●
山
研
管
理
人
の
本
村
さ
ん
よ
り
、
上

高
地
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
実
施
報
告
が
あ

っ
た
。
７
月
は

６
回
２１
名
、
８
月
は
４
回
３２
名
。

７０
、

８０
歳
代
の
参
加
者
も
多
い
。
ま
た
、
ガ

イ
ド
ウ
オ
ー
ク
の
内
容
の
紹
介
が
あ

っ

た
。

●
今
年
年
末
よ
り
正
月
に
か
け
て
、
ま

た
２
月
連
体
に
試
験
的
に
山
研
オ
ー
プ

ン
を
計
画
し
て
い
る
。
結
果
を
み
て
今

後
に
つ
な
げ
た
い
。

③
指
導

・
遭
難
対
策
委
員
会
　
　
黒
川

「山
の
救
急

・
救
助
法
講
習
会
」
を
７

月
２７
、

２８
日
、
上
高
地
西
糸
屋
山
荘
お

よ
び
焼
岳
に
お
い
て
実
施
し
た
。
講
師

２
名
含
め
８
名
が
参
加
し
た
。

⑨
図
書
委
員
会
、
資
料
委
員
会
　
宮
下

９
月
２０
日
０
１９
時
よ
り

「山
岳
図
書

を
語
る
夕
べ
―
ラ
ス
キ
ン
と
ア
ル
プ

ス
」
を
宮
下
啓
三
理
事
が
講
師
で
開
催

す
る
。

６
　
そ
の
他

●
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
　
２
０
０
２
年
次
総
会

（１０
月
１
日
～
６
日
）
へ
中
村
理
事
に

出
席
依
頼
。　
　
　
　
　
　
　
　
西
村

●
９
月
７
日
、
名
誉
会
員
を
囲
む
会
を

開
催
し
た
。
１
０
０
年
史
等
に
つ
い
て

の
意
見
も
だ
さ
れ
た
。
　
　
　
　
西
村

●
日

・
中
友
好
チ
ョ
ー

・
オ
ユ
ー
女
子

合
同
登
山
隊
支
援
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
隊
参

加
の
贄
田
氏

（総
務
、
財
務
委
員
）
に

今
後
当
会
の
目
指
す
候
補
の
山

「シ
マ

カ
ン
リ
」
の
情
報
入
手
を
依
頼
し
た
。

村
井
副
会
長

●
長
期
改
善
計
画
策
定
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト

意
見
聴
取
に
つ
い
て
。
　
　
　
　
西
村

７
月
理
事
会
に
引
き
続
き
、
長
期
改

善
計
画
策
定
の
た
め
の
意
見
を
募

っ
た
。

●
東
カ
ラ
コ
ル
ム
隊
の
テ
レ
ビ
放
映
が

１０
月
１８
日
、

１５
分
ほ
ど
テ
レ
ビ
Ｂ
Ｓ
朝

日
で
予
定
。　
　
　
　
　
　
　
　
坂
井

会
員
異
動

物
故

鈴
木
　
重
彦

（５
２
２
４
）
０１

日
置
　
　
邦

（８
９
４
６
）
０２

中
川
喜
久
雄

（８
１
５
）
０２

野
田
　
三
郎

（３
７
７
７
）
０２

奥
野
　
正
亥

（１
８
１
８
）
０２

左
近
丸
彦

（１
０
０
９
８
）
０２

織
内
　
信
彦

（１
８
４
６
）
０２

村
田
　
柴
太

（８
９
８
７
）
０２

終
身
会
員

式
　
　
正
英

（５
１
２
４
）

99998754

30 26 19 61 29 18 29 20

藤働で儀厳償軒1ツンー2饉

閂И囲

澄R,0120‐ 888‐ 157

http:〃 www meinyu.co llノ

高
橋
尚
子
の

プ
Ｆ，
パ
活
用
法
は
、

明治乳業株式会社

ヽ
〓
壼
妨
鷲
擁
・イ

，
１
ツ
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区
飯
田
橋
２
‐
１２
‐
１０
　
Ⅲ
０

３

‥

３

２

２

２

１

０

９

０

８

メ
ー
ル
∽
一〇
◎
ｏ
ユ
ｏ
Ｐ
ｏ
ｏ
Ｐ
コ
①

こ
り
）

＊
参
加
希
望
者
に
は
案
内
を
送
り
ま
す
。

◆
上
高
地
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
発
表
会

市
ヶ
谷
の
タ
ベ
　
山
の
自
然
学
研
究
会

今
夏
上
高
地
で
行

っ
た

「タ
ベ
の
ミ

ニ
ト
ー
ク
」
の
い
く
つ
か
を
披
露
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

日
時
　
Ｈ
月
２２
日
０
１８
～
２１
時

会
場
　
日
本
山
岳
会
集
会
室

問
合
せ
　
古
田
寛
昭

（肌
・聞
　
０
４

２
‥
９
４
９
‥
５
６
３
１
）

◆
忘
年
山
行

「水
根
沢
キ
ャ
ン
プ
場
泊
、

水
根
山
に
登
る
」
　
　
　
　
つ
く
も
会

宿
泊
の
水
根
沢
キ
ヤ
ン
プ
場

（ＴＥＬ
０

４
２
８
‥
８
６
‥
２
２
０
３
）
は
奥
多

摩
駅
か
ら
バ
ス
で
２０
分
、
水
根
バ
ス
停

か
ら
徒
歩
７
～
８
分
。
台
所
も
ト
イ
ン

も
ひ
と
つ
の
建
物
に
な

っ
て
お
り
、
大

広
間
の
真
ん
中
に
は
大
き
な
囲
炉
裏
も

き
っ
て
あ
り
ま
す
。

期
日
　
１２
月
１４
０
～
１５
日
ｍ

行
程
　
７
日

ｏ
ｌ４
時
よ
り
餅
つ
き

（雨

天
中
止
）。
１８
時
よ
り
忘
年
会

（豪
華
鍋
料
理
の
予
定
）
。
８

日

・
水
根
山
登
山

（体
調
に
よ

り
鷹
の
巣
山
を
追
加
す
る
）
。

費
用
　
１
泊
２
日
忘
年
会
会
費
込
み
で

１
万
円
を
お
預
か
り
残
金
精
算

食
糧
　
２
日
目
の
昼
食
は
各
自
持
参

装
備
　
冬
の
奥
多
摩
登
山
標
準
装
備

定
員
　
２５
名

幹
事
　
徳
永
泰
朗

（〒
１
８
０
‥
０
０

０
６
　
武
蔵
野
市
中
町
２
‐
２８

‥

１２

　

ＴＥＬ

０

４

２

２

‥

５

３

１

３
３
８
７
）

＊
地
図
を
持
参
の
こ
と
。

◆
Ｓ
Ｕ
Ｎ
燦
会
展

Ｓ
Ｕ
Ｎ
燦
会
の
２
０
０
２
年
度
絵
画

展
を
行
い
ま
す
。
油
彩
、
水
彩
、
版
画

な
ど
２０
数
点
を
展
示
し
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

日
時
　
１２
月
２１
日
０
１３
時
３０
分
～
１６
時

３０
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
１
０
４
号
室

■
■
■

９
月

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

総
務
委
員
会
　
つ
く
も
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ツ
チ
ク
ラ
ブ

ア
ル
パ
イ
ン
フ
オ
ト
ク
ラ
ブ

ビ
ー
ル
パ
ー
テ
イ
ー
　
山
岳
地

理
ク
ラ
ブ
　
会
報
編
集
委
員
会

総
務
委
員
会
　
フ
イ
ル
ム
ビ
デ

オ
委
員
会

集
会
委
員
会
　
青
年
部
　
ア
ル

７

日

９

日

１０

日

２５

日日日

20 19 18
日 日 日

17 12 11
日 日 日

24 21
日 日

30 27 26
日

■
訂
正
　
１０
月

（６
８
９
）
号
６
ペ
ー

ジ
ー
段
、
チ
ョ
ー

・
オ
ユ
ー
登
頂
の
中

国
側
隊
員
は
、

１０
月
１
日
ジ
ジ
登
攀
隊

パ
イ
ン
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

名
誉
会
員
を
囲
む
会

資
料
委
員
会
　
山
研
運
営
委
員

会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ科
学
委
員
会
　
二
火
会
　
ア
ル

パ
イ
ン
ス
ケ
ツ
チ
ク
ラ
ブ

理
事
会
　
休
山
会
　
つ
く
も
会

青
年
部
　
山
の
自
然
学
研
究
会

百
年
史
委
員
会
　
秩
父
宮
記
念

審
査
委
員
会
　
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
小
委
員
会
　
００
同
期
会
　
会

報
編
集
委
員
会

山
研
運
営
委
員
会
　
三
水
会

科
学
委
員
会
　
集
会
委
員
会

図
書
委
員
会
　
資
料
委
員
会

休
山
会

サ
ン
燦
会

財
務
委
員
会
　
自
然
保
護
委
員

会
　
９５
同
期
会

図
書
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ

青
年
部
　
学
生
部
　
９６
同
期
会

９８
同
期
会

秩
父
宮
記
念
審
査
委
員
会

緑
爽
会
　
９
月
来
室
社
者
５９‐
名

長
、
ラ
ー
ジ
隊
員
、
プ
プ
ツ
オ
カ
隊
員
、

２
日
グ
イ
サ
ン
隊
長
、
ツ
ア
ン
ラ
隊
員

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

¨
編
集
後
記
¨

●
Ｈ
月
の
２
、
３
日
、
宮
崎
支
部
主
催

の

「第
１８
回
宮
崎
ウ

エ
ス
ト
ン
祭
」
に

参
加
し
て
来
ま
し
た
。
前
夜
祭
の
神
事

で
神
官
の
祝
詞
の
中
に
ウ
ォ
ル
タ
ー

・

ウ
エ
ス
ト
ン
卿
の
名
前
が
何
度
も
出
る

な
ど
宗
教
を
越
え
、
地
元
に
定
着
し
た

式
典
の
様
子
に
驚
き
ま
し
た
。
翌
日
の

ウ
エ
ス
ト
ン
祭
も
地
元
の
小
学
生
や
関

係
者
、
そ
れ
に
北
九
州
支
部
、
熊
本
支
　
”

部
か
ら
も
大
勢
が
集
ま
り
、
手
作
り
の
　
は

暖
か
い
も
の
で
し
た
。

●
今
年
の
冬
の
訪
れ
は
早
く
、
北
ア
ル

プ
ス
で
は
す
で
に
雪
崩
の
事
故
が
起
き

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
十
分
気
を
つ
け
て

冬
山
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
（今
村
）
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